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は じ め に 
 

 

 平成１８年３月の本書発行時及び平成２２年６月の本書改訂時は、少年非行の低年

齢化が進行し、深刻な状況にありました。前回改訂から４年が経過した現在、児童生

徒を取り巻く環境は変化し、スマートフォンの普及によるインターネットの不適切な

利用や、危険ドラッグの蔓延、いじめに起因する重大事案等が社会問題となり、また、

少年非行の低年齢化や、犯罪少年の再犯者率の上昇などの問題も懸念される状況にあ

ります。 

 県教育委員会では、５月から７月までを「非行防止強化期間」と定めるとともに、

５月から１２月までの間に全ての公立小・中・高等学校において「非行防止教室」を

開催することを目標としております。この「非行防止教室」では、より多くの保護者・

地域の方々の参加をいただき、学校、家庭、地域が連携して児童生徒の非行、問題行

動を防止していかなければなりません。 

 前回改訂から４年が経過して、法律などの改正もあり、事例集の内容にも改正すべ

き部分が出てきましたので、この度改訂版を作成しました。 

 各市町村教育委員会や各公立学校におきましては、本改訂事例集を活用していただ

き、効果的な「非行防止教室」を実施してくださるようお願いいたします。 

 

 

 

平成２７年３月 

 

 

 

                   埼玉県教育局県立学校部生徒指導課長 

 

                           表  久 仁 和 
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Ⅰ 非行防止教室を行うに当たって 

 

１ 非行防止教室の意義 

非行防止教室とは、学校が保護者をはじめ、警察等の関係機関と連携を図り、児童生徒の

非行・問題行動の抑止を目的として行う教育活動です。 

 

２ 非行防止教室の効果 

  学校が保護者をはじめ、警察等の関係機関や地域と連携して非行防止教室を推進すること

により、次の効果が期待されます。 

 (1) 児童生徒 

  ○ 人を思いやる豊かな心の育成 

  ○ 規範意識の向上 

  ○ 正しい知識の定着 

  ○ 健康で安全な生活態度や習慣の形成 

  ○ 自己判断力、自己決定力の育成 

  ○ 社会性や対人関係能力の育成 

 (2) 学校 

  ○ 社会情勢や法令についての学習機会の提供 

  ○ 学校の指導方針を理解してもらう機会の提供 

  ○ 保護者、地域、関係機関との共通理解の深化、連携の推進 

  ○ 児童生徒理解の深まり 

  ○ 非行防止に対する教員の意識向上 

  ○ 校内指導体制の見直しの機会 

 (3) 家庭・地域 

  ○ 保護者に対する家庭教育の重要性や子供に対する躾の大切さの再確認の機会の提供 
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  ○ 非行防止教室に参加することによって、学校の取組について認識を深める機会の提供 

  ○ 家庭・地域の教育力の充実 

  ○ 家庭や地域における青少年の非行にかかる問題意識の共有化 

 (4) 警察等の関係機関 

  ○ 少年の規範意識の向上による非行防止・犯罪被害防止 

  ○ 学校、保護者等の地域住民に対する情報発信 

  ○ 学校との問題意識の共有化 

  ○ 担当者の日常的な交流の機会 

 

３ 非行防止教室実施計画上のポイント 

 (1) 非行防止教室の実施計画を策定する上では、以下の点がポイントです。 

  ○ 学校や地域の実情などに応じたテーマの選択 

    学校内外の非行・問題行動等の実態を踏まえ、適宜適切なテーマを選択する。 

  ○  児童生徒の発達段階を踏まえた計画づくり 

     児童生徒の発達段階を踏まえた指導内容を検討し、学校の教育活動に適切に位置付け

る。 

  ○ 保護者・地域参加型の非行防止教室の開催 

    学校公開日や授業参観日に合わせて開催を計画するなど、保護者や地域関係者らへ積

極的に参加を呼び掛け、地域ぐるみで子供を育てるという機運の醸成に努める。 

 (2) 警察等の関係機関との連携 

   学校の実情や児童生徒の興味や関心などを把握した上で、関係機関と指導内容や指導方

法について十分な打ち合わせを行い、相互理解の下に実施する。 

 (3) 校内生徒指導体制の確立 

   学級や学年を超えて協力的な指導を行うなど、全教職員の協力の下に、校内指導体制を

確立する。 
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４ 実施上のポイント 

 (1) 児童生徒への接し方に関する基本的な方針と個々の事例の取扱い 

   非行防止教室を実施するに当たって、特定の非行・問題行動について児童生徒の内省を

促すことも考えられるが、その自尊心や立ち直りの心を傷つけたりすることのないよう十

分配慮する必要がある。 

   また、特定の児童生徒の行為に対して、否定的な見解を明らかにすることは、教師と児

童生徒の関係を不安定にするだけでなく、その児童生徒と他の児童生徒との関係までも対

立的なものにする危険性があるので留意する。 

   なお、少年非行の具体的事例を扱う際には、個人情報の取扱いに留意する。 

 (2) 指導形態の創意工夫 

   非行防止教室を実施するに当たっては、ティーム・ティーチング、グループ別活動や作

文、ディベート、ロールプレイ等の活用した授業、関係機関の職員による講演、視聴覚教

材の活用（併用）など効果的な組み合わせを検討する。 

   また、児童生徒の積極的な参画を促し、問題解決能力を育むとともに、保護者の参加を

促す等の工夫を行う。 
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Ⅱ 学 習 指 導 案（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 小学校編 
 

１ 飲 酒 と タ バ コ 

２ 危 険 な 遊 び 

３ お 金 の 持 ち 出 し 

４ 万 引 き 

５ い じ め １ 

６ いじめ２（ネットいじめ） 

７ 携 帯 電 話 の 使 い 方 １ 

８ 携 帯 電 話 の 使 い 方 ２ 

中学校編 

高等学校編 
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１ 飲酒とタバコ 

  

 

その日、友達がＡ男の家に遊びに来た。 

お母さんが買い物に出かけた間に、Ａ男たちは、冷蔵庫からジュースを取り出

して飲んだ。 

冷蔵庫の中には、お母さんとお父さんが飲んでいる果物の絵の描かれたお酒の

缶が入っていた。 

興味を持ったＡ男たちは、その酒を飲んでみることにした。 

ひとくち飲んだが、美味しいとは感じられず、Ａ男は、ぐっと一気に飲み干し

た。 

友達が「すごいね。」と言うので、Ａ男は、「お酒だけじゃないよ。」と言いなが

ら、お父さんのタバコをくわえ、火を着けた。 

煙を吸い込むと、鼻も喉も焼けるような感じがして、思わず持っていたタバコ

を絨毯の上に落とし、絨毯が焦げてしまった。 

Ａ男は、「お母さんに怒られちゃうよ。」と言いながら、絨毯の焦げ目を隠そう

としていたが、突然、目が回りだし、食べた物を全部吐いてしまった。 

その時、お母さんが帰ってきて、救急車を呼んでくれたので、助かったが、病

院の先生は、「大人でも、お酒を飲んで死んでしまう人がいるんだよ。」と教えて

くれた。 

お母さんも「子供がお酒を飲むことは法律で禁止されている。」と教えてくれた。 
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第○学年○組              学 級 活 動 学 習 指 導 案 

○月○日（○）  第○校時 

指 導 者  ○ ○   ○ ○ 

１ 題材名「誘惑に負けない心を育てる（飲酒とタバコ）」 

２ 本時のねらい 

 ・飲酒やタバコの害を知り、誘惑に負けない心を育てる。 

  ・未成年時期の飲酒やタバコは、体に重大な悪影響を及ぼすことを理解させ飲酒やタバコをしない態度を育てる。 

３ 展開 

段階 学習活動（主な発問と反応） 指 導 上 の 留 意 点 資料 

導 

 

入 

１ 飲酒とタバコについて知っているこ

とを発表しあう。 

 ○お酒やタバコについて知っているこ

とを発表してください。 

  ・大人はおいしそうに飲んでいる。 

  ・まずそう。酔っぱらいそう。 

・息苦しかったり目が痛い。 

・健康に悪い。 

○同じような経験をした児童がいたら

発表させる。 

○飲酒とタバコの害を中心に話す。 

 

展 

 

開 

２ 本時の課題を知る。 

 

３ 事例「飲酒とタバコ」を読んで考え

ましょう。 

 ○Ａ男の行動でどんなことに気がつき

ましたか。 

  ・お酒を飲んでしまったこと。 

  ・タバコを吸っていること。 

・体によくないこと。 

・飲酒やタバコは、法律で禁止され

ていること。 

・タバコで火事になりそうだった。 

○あなたがＡ男の友だちならどうしま

すか。 

・「やめろよ。」という。 

・お酒やタバコを取ってしまう。 

・自分は絶対にやらない。 

・見ているだけで何も言わない。 

４ 飲酒やタバコの害について知る。 

 ○飲酒やタバコの害について知りまし

ょう。 

  ・正しい判断ができなくなる。 

  ・脳に悪影響がある。 

  ・癌になりやすい。 

  ・考える力が不足する。 

  ・体内酸素が不足する。 

 

 

 

 

○話し合いを深めていくことで問題点

を明確にしていく。 

 

 

 

 

 

 

○思っていることを自由に発表させる。 

○Ａ男のことを考えると共に自分でも

誘惑されないという堅い決意を持た

せる。 

 

 

 

○飲酒やタバコは、成長途中にある未成

年者には、特に悪い影響を与えること

を理解させる。 

 

※ 20 歳未満は、飲酒、タバコが禁止

されていることにもふれる。 

 

 

事例「飲酒とタ

バコ」 

 

飲酒の危険性 

公益社団法人

アルコール健

康医学協会 

ホームページ 

 

喫煙の危険性 

 埼玉県 

ホームページ 

終 

末 

５ 飲酒やタバコを誘われたとき、どう

するかを書く。 

○ワークシートに自分の考えを書かせ

ることにより、飲酒やタバコをやらな

い意識を持たせる。 

 

ワークシート 

飲酒とタバコの害を知り、誘惑されない心を持とう。 
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ワークシート（案） 

誘われたらどうするの？ 

感想（今日の授業でわかったこと、かんがえたこと。） 

 

 

 

 

お酒やタバコは、体によくないことがわかっていても、お友達や先輩に

誘われてやってしまった人がたくさんいます。 

あなたならやりたくないのに「タバコ吸わない？」「お酒のまない？」と

誘われたらどう断りますか？ 

「体によくないからやらない。」って言いますか？ 

あなたの考えを書いてみましょう。 

【あなたの考え】 

いっしょに 

やってみよう。 

一回くらい 

いいじゃん。 
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２ 危険な遊び 

  

 

Ａ男たちは、家に残っている花火を持ち寄って、遊ぶことにした。 

最初、普通に花火で遊んでいたが、誰かが、花火の火でティッシュペーパーを

燃やして遊び始めた。 

そのうち、何かを燃やして遊ぶことが楽しくなり、落ち葉やゴミを集めて燃や

し始めた。 

いろいろな物を燃やしたので、煙がたくさん出て、変な匂いもした。 

Ａ男たちは怖くなって、後片付けも十分にしないで帰ってしまった。 

それからしばらくすると、さっきまでＡ男たちの遊んでいた広場で、落ち葉や

枯れ草、ゴミなどが燃えるボヤが発生し、近所の人たちが消火活動にあたった。 

通報で消防車も出動した。 

家に帰って休んでいたＡ男は次第に気分が悪くなり、家の人に病院に連れて行

ってもらった。 

気分が悪くなったのは、火遊びをしたときに発生した有害な煙を吸ってしまっ

たことが原因であった。 

Ａ男だけではなく、Ａ男たちが火遊びした広場の近所の人の中にも気分が悪く

なり、病院に運ばれた人がいた。 
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第○学年○組              学 級 活 動 学 習 指 導 案 

○月○日（○）  第○校時 

指 導 者  ○ ○   ○ ○ 

１ 題材名 「善悪を正しく判断し、責任をもった行動ができるようにする（危険な遊び）」 

２ 本時のねらい 

 ・場面や状況に応じて、善悪を正しく区別する判断力を身に付ける。 

 ・自分の責任を自覚し、主体的に責任を果たすことのできる態度を育てる。 

 ・火遊びの事例を通して、危険な遊びがもたらす影響の大きさがわかり、それをやめようとする意識を醸成する。 

３ 展開 

段階 学習活動（主な発問と反応） 指 導 上 の 留 意 点 資料 

導 

 

入 

１ 怖い思いをした遊びの経験を想 

起させる。 

○「遊びの中で、怖い思いをしたこ

とがありますか。」 

・自転車で二人乗りをしていて、

車にぶつかりそうになった。 

・友だちとふざけっこをしていて、

けがをしそうになった。 

○日頃の遊びや活動の中には、危険を  

伴うものがあることに気付かせる。 

○新聞記事等の中から、児童が関わった 

事件や事故が記載されたものを提示 

し、いつ、どこで、そのようなことが  

起こっても不思議ではないことを意 

識づける。 

 

 

新聞記事等 

展 

 

開 

２ 事例を読み、Ａ男たちの遊びが 

危険を伴う遊びであった理由を考 

える。 

○火を使った遊びをしたこと 

・花火など火を使う遊びは、子

供だけでは絶対にやらない。 

○いろいろなものを燃やしたこと 

・燃やすことによって有害物質

を出すものがある。 

○消火を確認しなかったこと 

・火は確実に消さないと、火事

につながる危険がある。 

３ Ａ男たちの危険な遊びが、他に 

  及ぼした影響について考える。 

○ボヤを起こしたこと 

○有害な煙を発生させたこと 

○病院に行かなければならなくな 

    ったこと（自分自身、他人） 

・無責任な行動が、他の多くの

人々に迷惑をかけることにつ

ながった。 

・無責任な行動が、自他の健康

状態にまで影響を及ぼすこと

につながった。 

○Ａ男たちの遊びはどうして危険であ 

  ったのか、また、どうすることが良か 

 ったのかを考えさせる。 

○火を扱うことはどんな危険性がある

かを具体的に考えさせ、その危険の大

きさを再認識させる。 

 

○ごみの分別で「燃やせないもの」の 

  区分があることを想起させ、有害物質

とその影響についてとらえさせる。 

○不注意から大きな事故を引き起こす 

  危険があることに気付かせる。 

 

○危険な遊びは、自分たちだけの問題 

  ではなく、周りの他の人たちへ迷惑を 

  かけることになることを理解させる。 

 

 

○自分の判断や行動には、責任が伴う  

ことについての理解を深めさせる。 

事例「危険な遊 

び」 

終 

 

末 

４ これまでの自分を振り返る。 

○「今日学習したことをもとに、

これまでの自分を振り返ってみ

ましょう。」 

○これまでの自分の行動を振り返らせ 

ると共に、善悪を正しく判断して実行 

  しようとする意識を持たせる。 

○危険な遊びがもたらす多くの影響に 

ついて再認識させる。 

振り返りシート 
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振り返りシート（案） 

 

今 日 の 学 習 を 振 り 返 っ て 

 

 年 組・なまえ         

 

１ あなたが思ったこと、考えたことや感じたことを書いてみましょう。 

   

   

 

 

 

２ これからの生活の中で、あなたが心がけていきたいことを書きましょう。 
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３ お金の持ち出し 

  

  

Ａ男は、お母さんの財布の中から、100円玉一個を抜き取り、そのお金でお菓子を

買った。 

お母さんは、財布をテーブルの上に置いて出かけることがあるので、Ａ男は、そ

の都度、100円玉を抜き取り、お菓子を食べたり、カードを買ったりしていた。 

ある日、Ａ男は、思い切って財布から5,000円札を抜き取った。 

今まで100円玉を抜き取っても、ばれなかったからだ。 

その5,000円で、友達にお菓子をおごってあげたら、みんなに喜ばれた。 

「ありがとう」と言われて嬉しかったけど、それ以上に「すごいね」と言われた

ことが気持ち良かった。 

Ａ男は、また財布から 5,000 円札を抜き取って、友達とスーパーのゲームコーナ

ーに遊びに行った。 

遊んでいると中学生くらいの人に「お金を出せ。」と脅されてお金を全部取り上げ

られた。 

お巡りさんにお金を脅し取られたことを話したのだが、お巡りさんに「何故、そ

んなにお金を持ってるの。」と聞かれ、Ａ男は、口ごもりながら正直にお母さんの財

布からお金を持ち出したことを話した。 

お巡りさんには、「Ａ男くん、君もいけないことをしたのがわかるかい」と言われ

た。 

お母さんも「家のお金を勝手に持ち出すのは、どろぼうだよ。」と怒った。 

 

 

 

 



（小学校編） 

- 12 - 

 

第○学年○組              学 級 活 動 学 習 指 導 案 

○月○日（○）  第○校時 

指 導 者  ○ ○   ○ ○ 

１ 題材名 「善悪の判断ができる心を育てる（お金の持ち出し）」 

２ 本時のねらい 

 ・善悪の判断ができ、人のものをとらないようにする。 

 ・社会の一員として法律やルールを守る心を育てる。 

３ 展開 

段階 学習活動（主な発問と反応） 指 導 上 の 留 意 点 資料 

導 

 

入 

１ 「今までに人のものがほしくな

ってそれを勝手にとろうと思った

ことがありますか。」という問いか

ら問題意識を持たせる。 

○敏感な問題であるので、プライバシー

には十分に配慮する。 

 

 

展 

 

開 

２ 事例から考える。 

  ○何が問題なのか。 

・たびたび親の財布からお金を

抜き取っていたこと。 

・そのお金で友達におごってい

たこと。 

・友達もおごってもらっていた

こと。 

 ○他人ではなく、親のお金をとる

ことはいけないことなのか。 

・親だから許してくれるので構

わない。 

・たとえ親のものでも勝手に持

ち出せば犯罪である。 

３ グループで話し合い、発表する。 

 ○Ａ男が自分のまちがいに気付

き、繰り返さないためにどんな

ことを教えてあげますか。 

  ・とられた親の気持ち 

・警察に引き取りに行った親の

気持ち 

・友達への信頼がなくなる。 

・欲しい気持ちをがまんする心 

・友達としてもいけないことは 

「いけない」と注意する。 

 

○問題点を明確にし、視点を絞った話し

合いをしていく手立てとする。 

 

 

 

 

 

○たとえ親のものであっても、勝手に持

ち出せば犯罪であり、善悪の判断をつ

けさせることが大切であることをし

っかりと理解させる。 

 

 

 

○友達の考えを聞き合い、これからの方

向性を深めていく。 

○社会のルールを破ることで、自分の信

用がなくなるだけでなく、周りの人た

ちにも迷惑をかけることに気付かせ

る。 

 

 

○自分がしないことはもちろん、友達に

もさせないことが大切である。 

事例「お金の持

ち出し」 

 

ワークシート 

終 

末 

４ わかったことを発表する。 ○たとえ親のものであっても人のもの

をとることは犯罪になり、絶対にして

はいけないという善悪の判断ができ

る心を育成する。 
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ワークシート（案） 

良いこと、わるいこと？ 
 

  ○月 ○日 ○年生  

 

 

 

 

 

 

Ａ男くんのしたいけないこと 

                             

                             

                             

 

 

 

 

 

ぼく・わたしがＡ男くんなら                 

                              

                              

                              

 

 

Ａ男くんに、あなたがおしえてあげ

たいことはなんですか？ 

 

 

あなたが、Ａ男くんならど

うしますか？ 

 



（小学校編） 

- 14 - 

 

４ 万引き 

  

Ａ男は、塾に通っているが、授業が終わるのが遅く、お腹がすくので、コンビ

ニでパンやお菓子を買って食べている。 

この日もＡ男は塾仲間のＢ男とコンビニでパンを買った。 

店の外で、Ｂ男がお菓子をくれたので、Ａ男が「お菓子も買ったの？」と尋ね

ると、Ｂ男は「万引きしちゃった。」と言った。 

Ａ男が、「いけないよ。」と注意したが、Ｂ男は「ばれなければ、だいじょうぶ。」

と気にしている様子もなかった。 

後日、二人がコンビニに買い物に行くと、Ｂ男が「これとれるよ。」とお菓子

の箱を指さして、簡単に万引きしてしまった。 

Ａ男は「ダメだよ。」とＢ男を注意したが、お菓子をもらい食べてしまったの

で、それ以上、何も言えなくなってしまった。 

数日後、今度は、Ｂ男が「僕が盗むから、お店の人を見ていて。」と言うので、

Ａ男は「僕は、見ているだけだから・・・。」と思い、見張り役を引き受けた。 

その後も同じことを繰り返しては成功していたのだが、ある日、とうとう、お

店の人に見つかってしまった。 

Ａ男は「僕は、見ていただけです。」と言い訳したが、お店の人は、「お前も万

引きしたのと同じなんだよ。」と強く叱った。 
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第○学年○組              学 級 活 動 学 習 指 導 案 

○月○日（○）  第○校時 

指 導 者  ○ ○   ○ ○ 

１ 題材名 「善悪を正しく判断し、責任をもった行動ができるようにする（万引き）」 

２ 本時のねらい 

 ・場面や状況に応じて、善悪を正しく区別する判断力を身に付ける。 

 ・自分の責任を自覚し、主体的に責任を果たすことのできる態度を育てる。 

 ・万引きの事例を通して、法やきまりの意義がわかり、それを守ろうとする意識を高める。 

３ 展開 

段階 学習活動（主な発問と反応） 指 導 上 の 留 意 点 資料 

導 

 

入 

１ 友だちが悪いことをしている場 

  面を想定し、その時の自分の行動 

  について考える。 

○「仲良しの友だちが悪いことを

していることに気付いた時、あ

なたはどうしますか。」 

・悪いことをやめるように注意

する。 

・悪いことだとわかっていても

注意できずに黙っている。 

○日常生活や学校生活の中で、守らな  

ければならないきまりをいくつか挙げ

させ、人々はそのきまりを守る中で生

活していることに気付かせる。 

○児童が挙げた例をもとに、それを友だ

ちが守っていなかった場合に自分なら

どう対応するかを考えさせ、自己を見

つめさせる。 

○なぜ、そのような行動をとるのか理由

を考えさせる。 

「学校生活のき

まり」 等 

 

展 

 

開 

２ 事例「万引き」を読み、次の場

面でＡ男はどうすることが正しか

ったのかを考える。 

○Ｂ男が「万引きをしちゃった。」

と打ち明けた場面 

・もっと強く注意をし、何とし

てもやめさせるべきだった。 

○Ｂ男が万引きを繰り返し行って 

いた場面 

・早い段階で、家の人や先生等

に相談し、一緒に解決策を考

えるべきだった。 

３ Ｂ男に見張り役をお願いされた 

場面について考える。 

・「見ているだけなら許される。」

という思いについて話し合う。  

・万引きに協力していたことの罪

の大きさに気がついていなかっ

た。 

○Ａ男はＢ男が万引きをする場面に何度

もいたことから、それぞれでどうする

ことが正しかったかを考えさせる。 

○「悪いことは悪い。」と教えてあげられ

ることが本当の友だちであり、また、 

友だちとしての責任であることを理解

させる。 

○悪いとわかっていても、自分だけでは

その解決が難しい状況にあるときは早

急に、他の人（家の人や先生等）の協

力やアドバイスを仰ぐことが有効であ

ることに気付かせる。 

○善悪の正しい判断は、自分だけの勝手

な理解や思い込みだけでは成り立たな

いことを理解させる。 

○罪（同罪，共犯）の意味を正しく認識

させると共に、自分の行動に責任を持

つということがどういうことなのかを

十分に考えさせる。 

○状況や実態に応じてロールプレイも取

り入れる。 

事例「万引き」 

 

 

終 

 

末 

４ これまでの自分を振り返る。 

○「今日学習したことをもとに、

これまでの自分を振り返ってみ

ましょう。」 

○これまでの自分の行動を振り返らせ 

ると共に、善悪を正しく判断して実行 

しようとする意識を持たせる。 

○自分の判断や行動には、責任が伴うと

いうことを再認識させる。 

振り返りシート 
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振り返りシート（案） 

わるいことをみつけたら 

 年 組・なまえ       

 

１ わるいことは、わるいと言えますか？ 

                                        

                                        

                                          

                                        

２ バレなければ、わるいことをしてもよいと思いますか？ 

                                        

                                        

                                        

３ なかのよいおともだちが、わるいことをしようとしています。どうしますか？ 
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５ いじめ１ 

 

  Ａ男は、体が大きく、わがままな男の子である。 

 けんかが強く、自分の思い通りにならないと暴力を振るってしまうが、怖いので 

誰も文句を言えない。 

   ある日、学校でほんのささいなことからＡ男が泣き出してしまう出来事があっ

た。 

 この日から、同じクラスの子は、Ａ男が、本当は泣き虫であることに気付き、Ａ

男の悪口を黒板に書いたり、物を隠したりした。 

 Ａ男は、すっかりおとなしくなり、今までＡ男を怖がっていた子は、Ａ男を陰で

馬鹿にした。 

 Ａ男は、動物のあだ名をつけられ、仲間はずれにされた。 

 先生は、「仲間はずれにしたり、動物の名前で呼ぶのはイジメだ」とみんなを注意

したが、みんなの中には「Ａ男君は、今まで人を叩いたりしていたんだから、嫌わ

れても当然だよ。」と言う子もいた。 

 他にも「今までやられたことの仕返しだよ。」と言う子もいた。 

 先生は、「嫌なことをやられたから、やり返して良いということはないよ。」と言

った。 
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第○学年○組              学 級 活 動 学 習 指 導 案 

○月○日（○）  第○校時 

指 導 者  ○ ○   ○ ○ 

１ 題材名 「いじめ（いじめを許さない心をもつ）」 

２ 本時のねらい 

 ・いじめの意味を理解し、いじめを絶対に許さない心を育てる。 

 ・自他の生命を尊重する態度を育てる。 

 ・いじめをなくすために自分ができることを進んで行う主体的態度を育てる。 

３ 展開 

段階 学習活動（主な発問と反応） 指 導 上 の 留 意 点 資料 

導 

 

入 

１ 「友達からされていやな思いをし

たこと」のアンケートの結果を参考

に学級の実態を知る。 

 ・差別的な言葉・あだ名 

 ・行動（仲間はずれ、無視、体への

攻撃等） 

○敏感な問題であるので、プライバシーに

は十分に配慮する。 

○無意識のうちに人を傷つけていること

を気付かせる。 

アンケート

「友達からさ

れていやな思

いをしたこ

と」 

展 

 

開 

 

 

２ どうして相手を傷つける言葉を

言ったり、行動をとってしまうのか

を考える。 

 ・何も考えずに友達だから、言っ 

てしまった。 

 ・本当のことだから 

・前に嫌なことを言われたから、 

その仕返しで 

３ 「相手を傷つける言葉や態度」の

ロールプレイを通して、やられた側

の気持ちを考え、発表する。 

４ 「いじめ」について理解する。 

 ○アンケート結果にでてきたこと

もいじめの一つであることを知

らせる。 

 

 

 

５ 「いじめをなくすために、あなた

ならどうしますか」をグループで話

し合い、発表する。 

・いじめる子に対して 

・いじめられている子に対して 

・まわりの子に対して 

 

 

○「つい」という軽い気持ちでも相手を深

く傷つけてしまうことに気づかせる。 

 

 

○役割演技を通して、お互いに考えを深め

確かなものにしていく。 

 

【いじめの定義】 

①児童等と一定の人的関係のある他の児

童等が行う 

②心理的又は物理的な影響を与える行為

（インターネットを通じて行われるも

のを含む） 

③対象となった児童等が心身の苦痛を感

じているもの 

 

○いじめは 

 ・弱い心のあらわれであること 

 ・人間として、してはいけないこと 

  だと理解させる。 

○そばでただ見ている人（傍観者）もいじ

めていることと同じである。 

○いかなる理由があってもいじめてはい

けない。 

○相手を軽視する言葉、行動がいじめであ

り、絶対に許されないことである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

いじめ防止対

策推進法 

 

彩の国生徒指

導ハンドブッ

クNew I’s 

終 

末 

６ いじめをなくすために自分でで

きることを考え、カードに書く。 

○身近な生活の中から考えさせ、絶対に

「しない、させない」という強い心を持

たせる。 

 

いじめを許さない学級をつくろう／いじめをしない・させない・許さない 
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アンケート（案） 

友達からされていやな思いをしたこと 
 

  ○月 ○日 ○年生  

 

 

 

 

 

 

１ 今までに、友達にされたり、言われたりして、いやな思いをしたことがありますか？ 

  １・ある  ２・ない  

２ それは、どんなことですか？ 

                                           

                                           

                                            

                                           

                                            

３ そのとき、あなたはどうしましたか？ 
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６ いじめ２（ネットいじめ） 

 

  

 同じクラスのＡ子とＢ子は小さい頃からの友達で、放課後もいつも一緒に遊ぶ

ほど仲が良かった。 

 Ａ子とＢ子のクラスでは、多くの子供がスマートフォンを持ち、そのほとんど

が、グループを作ってメッセージのやり取り（グループチャット）ができるアプ

リを使っており、クラスでグループを作っていた。 

 ある日、Ａ子とＢ子はささいなことから口げんかをしてしまった。 

 家に帰った後、Ａ子はＢ子に対する腹立たしさから、クラスのグループの中で

「Ｂ子うざい。」「死ね。」などと書き込んだ。 

 すると、同じクラスの他の子供たちの何人かが「そうだよね。」「消えればいい

のに。」などと書き込んだ。 

 Ａ子やその他の子は軽い気持ちでＢ子の悪口を書いていたが、書き込みの内容

を見たＢ子は大きなショックを受け、翌日から学校に来ることができなくなって

しまった。 
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第○学年○組              学 級 活 動 学 習 指 導 案 

○月○日（○）  第○校時 

指 導 者  ○ ○   ○ ○ 

１ 題材名 「ネットいじめ」 

２ 本時のねらい 

 ・いじめの意味を理解し、いじめを絶対に許さない心を育てる。 

 ・自他の生命を尊重する態度を育てる。 

 ・いじめをなくすために自分ができることを進んで行う主体的態度を育てる。 

３ 展開 

段階 学習活動（主な発問と反応） 指 導 上 の 留 意 点 資料 

導 

 

入 

１ 「友達からされていやな思いを

したこと」のアンケートの結果を

参考に学級の実態を知る。 

２ 携帯電話の便利さを確認 

○敏感な問題であるので、プライバシー

には十分に配慮する。 

○無意識のうちに人を傷つけているこ

とを気付かせる。 

アンケート 

展 

 

開 

 

 

３ どうして相手を傷つける言葉を

言ったり、行動をとってしまうの

かを考える。 

 ・本当のことだから。 

・前に嫌なことをされたからのそ

の仕返し。 

４ 本事例のような体験をしたり、

聞いたことがないか。 

５ 「相手を傷つける言葉や態度」

のロールプレイを通して、やられ

た側の気持ちを考え、発表する。 

６ 「いじめ」について理解する。 

 ○アンケート結果に出てきたこと

もいじめの一つであることを知

らせる。 

７ 「いじめをなくすために、あな

たならどうしますか」をグループ

で話し合い、発表する。 

・いじめる子に対して 

・いじめられている子に対して 

・まわりの子に対して 

 

 

○「つい」という軽い気持ちでも相手を

深く傷つけてしまうことに気づかせ

る。 

○インターネットでは相手の顔が見え

ないため、普段使わないようなひどい

言葉を使ってしまうことに注意させ

る。 

○面と向かって言えないことは、ネット

上でも言わない。 

 

 

【いじめの定義】 

①児童等と一定の人的関係のある他の

児童等が行う 

②心理的又は物理的な影響を与える行

為（インターネットを通じて行われる

ものを含む） 

③対象となった児童等が心身の苦痛を

感じているもの 

○いじめは、人間として、してはいけな

いことだと理解させる。 

○友達の書き込んだメッセージを見て

いるだけの人（傍観者）もいじめてい

ることと同じである。 

事例「ネットいじ

め」 

 

総務省 

ホームページ 

 

 

いじめ防止対策

推進法 

 

 

彩の国生徒指導

ハンドブックNew 

I’s 

終 

末 

８ いじめをなくすために自分でで

きることを考え、カードに書く。 

○身近な生活の中から考えさせ、絶対に

「しない、させない」という強い心を

持たせる。 

 

 

いじめを許さない学級をつくろう／いじめをしない・させない・許さない 
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アンケート（案） 

友達からされていやな思いをしたこと 
 

  ○月 ○日 ○年生  

 

 

 

 

 

 

 

１ 今までに、友達にされたり、言われたりして、いやな思いをしたことがありますか？ 

  １・ある  ２・ない  

２ それは、どんなことですか？ 

                                           

                                           

                                            

                                           

                                            

３ そのとき、あなたはどうしましたか？ 
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７ 携帯電話の使い方１ 

 

  

 Ａ子は、どこにいても保護者と連絡が着くようにと携帯電話を持たせてもらっ

た。 

 決められた料金内であれば、自由に電話しても、サイトで遊んでも良かった。 

 帰りが遅くなる時は、電話をかければ良いし、親も用事がある時は、電話をか

けてきた。 

 同級生たちと遊びに行った時、ファーストフードのお店の前で、若い男にチラ

シを手渡され、「ここにメールを送ると、素敵なプレゼントがもらえるよ。」と声

をかけられた。 

 Ａ子は、プレゼントが当たれば良いと思い、チラシのメールアドレスにメール

を送った。 

 しかし、プレゼントが当たるどころか、携帯電話に身に覚えのない相手からメ

ールが届いたり、「お金を払いなさい。」という内容のメールがたびたび届くよう

になってしまい、Ａ子は困ってしまった。 
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第○学年○組              学 級 活 動 学 習 指 導 案 

○月○日（○）  第○校時 

指 導 者  ○ ○   ○ ○ 

１ 題材名 「携帯電話の使い方１」 

２ 本時のねらい 

 ・携帯電話の正しい活用方法を知ることを通して自分にあった使い方を考えることができる。 

 ・危険なサイトの存在を知ることにより、自ら身を守る態度を育てる。 

３ 展開 

段階 学習活動（主な発問と反応） 指 導 上 の 留 意 点 資料 

導 

入 

１ 携帯電話の便利さを確認 

 ○携帯電話があるとどんな便利さ

がありますか。 

   ・いつでも連絡がとれる。 

  ・メールなどで気持ちが伝えら

れる。 

  ・情報が収集しやすい。 

○子どもたちの持っている携帯電話の

イメージを大切にし意見を出させる。 

○実際に携帯電話を持っている子ども

たちにも様子を発表させる。 

 

展 

 

開 

２ 本時の課題を知る。 

 

３ 事例「携帯電話の使い方」を読

んで考えましょう。 

 ○Ａ子と同じような体験をした

り、聞いたりしたことがありま

すか。 

  ・迷惑メールが来たことがあり

ます。 

  ・同じ体験をした。 

  ・友だちがした。 

  ・お金を請求された。 

４ 事例以外にも携帯電話でよくな

いなと思うことがありますか。 

  ・歩きながら、自転車に乗りな

がら携帯電話を使用する。 

  ・周りにたくさんの人がいる中

で大きな声で電話している。 

  ・メールやゲームに夢中になり、

人や物にぶつかる。 

  ・変なサイトにアクセスする。 

５ 携帯電話の上手な使い方、ルー

ルを考える。 

 ○携帯電話をこれからは、どのよ

うに使っていきたいですか。 

  ・変なサイトにアクセスしない。 

・必要なとき以外使わない。 

・メールに夢中になりすぎない。 

 

 

○話し合いを深めていくことで問題を

明確にしていく。 

○事例のようなことは、実際に身近な場

面でも起きていることを理解させる。 

 

 

 

 

 

○思っていることを自由に発表させる。 

○携帯電話の危険性は、サイトの活用だ

けでないことを理解させる。 

○知らないうちに周りの人にも迷惑を

かけていることを気づかせる。 

 

 

 

 

○携帯電話は便利な道具だが使い方を

誤ると危険な道具になることを考え

させる。 

事例「携帯電話

の使い方１」 

 

 

総務省 

ホームページ 

 

 

ＤＶＤ 

「その『つなが

り』大丈夫」（埼

玉県） 

終 

末 

６ 教師の説話を聞く。 ○身近なニュースや体験談を通して上

手に携帯電話の使い方を考えさせる。 

 

 

携帯電話との上手な使い方を考えよう。 
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 ８ 携帯電話の使い方２ 

 

  

 Ａ男の学校では、スマートフォンを持っている子の多くが、スマートフォン専

用の「ゴンドラＺ」というネットゲームで遊んでいて、Ａ男はいつも友達がその

ゲームの話をしているのを聞いて「僕もやりたいな。」と思っていた。 

誕生日になり、Ａ男は親からスマートフォンを買ってもらったので、早速「ゴ

ンドラＺ」のアプリをダウンロードして遊び始めた。 

「ゴンドラＺ」は無料で遊ぶことができるゲームだが、実際のお金を払ってゲ

ーム内でくじ引きをすると、強い武器や貴重なアイテムが手に入ることができた。 

 Ａ男は友達より遅れてゲームを始めたので、強い武器などを手に入れて早くみ

んなに追いつきたい思っていた。 

 そのため、お金がかかると分かっていたものの、「１回くらいいいだろう。」と

思い、ゲーム内でのくじ引きをすると、とても貴重なアイテムが手に入った。 

 手に入れたアイテムを友達に見せると、みんなに「すごいね。」「うらやましい

な。」 

と言われたので、Ａ男はもっとアイテムが欲しくなり、何度もくじ引きをした。 

 次の月になり、Ａ男はお母さんから「あなたのスマートフォンの料金が１０万

円になっているけど、何に使ったの。」と聞かれたので、有料のくじ引きをしたこ

とを話した。 

 すると、お母さんに「Ａ男にはもうスマートフォンは使わせない。」と叱られ、

スマートフォンを取り上げられてしまった。 
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第○学年○組              学 級 活 動 学 習 指 導 案 

○月○日（○）  第○校時 

指 導 者  ○ ○   ○ ○ 

１ 題材名 「携帯電話の使い方２」 

２ 本時のねらい 

 ・携帯電話（スマートフォン）の正しい活用方法を知ることを通して自分にあった使い方を考えることができる。 

 ・携帯電話を使用する上での危険を知ることにより、自ら身を守る態度を育てる。 

３ 展開 

段階 学習活動（主な発問と反応） 指 導 上 の 留 意 点 資料 

導 

入 

１ 携帯電話の便利さを確認 

 ○携帯電話があるとどんな便利さ

がありますか。 

   ・いつでも連絡がとれる。 

  ・メールなどで気持ちが伝えら

れる。 

  ・情報が収集しやすい。 

○子供たちの持っている携帯電話のイ

メージを大切にし意見を出させる。 

○実際に携帯電話を持っている子ども

たちにも様子を発表させる。 

 

展 

 

開 

２ 本時の課題を知る。 

 

３ 事例「携帯電話の使い方」を読

んで考えましょう。 

 ○Ａ男と同じような体験をした

り、聞いたりしたことがありま

すか。 

 ○携帯電話の使い方について、家

族でルールを決めていますか。 

４ 事例以外にも携帯電話で「危な

いな」「怖いな」と思うことがあり

ますか。 

  ・歩きながら、自転車に乗りな

がら携帯電話を使用する。 

  ・周りにたくさんの人がいる中

で大きな声で電話している。 

  ・メールに夢中になり周りに気

がつかない。 

  ・変なサイトにアクセスしない。 

５ 携帯電話の上手な使い方を考え

る。 

 ○携帯電話をこれからは、どのよ

うに使っていきたいですか。 

  ・変なサイトにアクセスしない。 

・必要なとき以外使わない。 

・メールに夢中になりすぎない。 

 

 

○話し合いを深めていくことで問題を

明確にしていく。 

○事例のようなことは、実際に身近な場

面でも起きていることを理解させる。 

 

 

 

○思っていることを自由に発表させる。 

○携帯電話の危険性は、サイトの活用だ

けでないことを理解させる。 

○知らないうちに周りの人にも迷惑を

かけていることを気づかせる。 

 

 

 

 

 

○携帯電話は便利な道具だが使い方を

誤ると危険な道具になることを考え

させる。 

○携帯電話の利用は、年齢に関係なく使

用者に責任があることを理解させる。 

事例「携帯電話

の使い方２」 

 

総務省 

ホームページ 

 

一般社団法人 

日本オンライン

ゲーム協会 

ホームページ 

 

 

ＤＶＤ 

「その『つなが

り』大丈夫」（埼

玉県） 

終 

末 

６ 教師の説話を聞く。 ○身近なニュースや体験談を通して上

手に携帯電話の使い方を考えさせる。 

 

 

 

携帯電話との上手な使い方を考えよう。 
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Ⅱ 学 習 指 導 案（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 中学校編 
 

１ 飲 酒 の 危 険 性 

２ 深 夜 徘 徊 の 危 険 性 

３ い じ め 

４ 自 転 車 ど ろ ぼ う 

５ 万 引 き 

６ 盗 品 の 買 い 取 り 

７ 「出会い系サイト」の危険性 

 

高等学校編 

小学校編 
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１ 飲酒の危険性 

  

Ａ男は体育祭が終了した日の夕方、一緒に応援団として活動した同級生たちと

カラオケに行くことになった。 

 仲間が「お酒があれば、盛り上がる。」と言うので、あらかじめコンビニで缶

ビールや缶チューハイを買い、カラオケボックスに持ち込んだ 

 Ａ男は、缶ビールを勧められ、最初は断ったが、酒を飲めないのは恥ずかしい

と思い、つい、調子に乗って缶ビールを飲んだ。 

 ビールは、まずいと感じたので、一気に流し込んだのだが、その姿をみんなが

はやしたてた。 

 缶ビールを一気に流し込んだ姿をみんなが「すごい」と言うので、Ａ男は調子

に乗り、缶ビールを更に一本流し込み、Ａ男に対抗するかのように他の仲間も一

気飲みを始めた。 

 カラオケボックス内の飲酒は店員にばれ、Ａ男たちは、退室させられてしまっ

た。 

 店外に出されたとき、Ａ男たちは、気持ちが大きくなり、更にお酒を買い込ん

で、中学校の敷地に入り酒を飲んだ。 

 Ａ男たちの中には吐いて意識を失う者がいたし、寒いから校舎内に入ると言っ

て、窓ガラスを割って校舎内に入った者もいた。 

 Ａ男も、起きていることが辛くなり、地面に倒れてしまった。 

 Ａ男が、意識を取り戻したのは、病院のベッドの上で、病院の先生から「死ん

でもおかしくなかった。」と言われた。 
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第○学年○組              学 級 活 動 学 習 指 導 案 

○月○日（○）  第○校時 

指 導 者  ○ ○   ○ ○ 

１ 題材名 「飲酒の危険性」 

２ 本時のねらい 

 ・アルコールによる心身への影響を知る。 

 ・アルコールにまつわる問題行動を学ぶ。 

 ・誘いを断る勇気を育てる。 

３ 展開 

段階 学習活動（主な発問と反応） 指 導 上 の 留 意 点 資料 

導 

 

入 

１ 飲酒が原因で起こった事件や事

故の新聞記事を読む。         

 

○飲酒をすることによる弊害はど

んなものが考えられるか。 

○飲酒したことによる事件や事故だとい

う認識をしっかりと持たせる。    

 

○飲酒が原因でおこる事故や身体への弊

害等を考えさせる。                                      

新聞記事 

展 

 

開 

２ 事例を読む。 

○最初は断ったが、ビールを飲んで

しまったＡ男をどう思うか。 

  ・意思が弱い 

・その場の雰囲気があるから、 

しょうがない 

○Ａ男たちがしてしまった違法な

行為は何か。 

  ・未成年の飲酒 

  ・器物損壊 

  ・住居侵入 

○飲酒をしたことによって起こり

うる犯罪や事故は他にどんなも

のが考えられるか。 

 

○Ａ男と同じような状況になった

ときには、どのような行動をとる

べきか。 

   ・きっぱりと断る 

  ・やめるよう注意する 

 

○Ａ男を通して自分たちの意見を言わせ

る。 

Ａ男に対する共感的な意見も出させ

る。 

 

 

○酩酊状態に陥ることによる犯罪事故が 

多く発生しており、厳重に処罰させら 

れることを知らせる。(交通事故、暴

行・傷害、器物損壊、窃盗、住居侵入

等) 

○多量の飲酒で、死亡する場合があるこ

とについて説明する。 

○遊び半分の軽い気持ちが、大きな事故

につながることを認識させる。 

○Ａ男に対する共感的な意見を言った生

徒の考え方が変化したかを確認し、誘

いを断る勇気を持つことが大切だとい

うことを、しっかりと理解させる。 

 

 

事例「飲酒の危

険性」 

 

飲酒の危険性 

公益社団法人

アルコール健

康医学協会 

ホームページ 

終 

 

末 

３ 視聴覚教材（一部のみ）を視聴す

る。 

 

４ 教師の説話を聞く。 

○飲酒が与える心身への影響が説明され

ている部分のみ。 

○本時のねらいを整理する。 

 ・アルコールによる心身への影響。 

 ・アルコールにまつわる問題行動。 

 ・誘いを断る勇気。 

視聴覚教材 

（Ｐ○参照） 
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２ 深夜はいかいの危険性 

 

 

中学生のＡ子は、塾で知り合った他校の中学生のＢ子と仲良くなり、塾が終わ

った後、午後11時過ぎまで話すようになった。 

塾が終わった後、コンビニの前でジュースを飲みながら話をしていると、車に

乗って来た男たちに声をかけられた。 

男たちは「これから遊びに行こう。」と誘ってきたが、Ａ子たちは断った。 

その後も、Ａ子とＢ子がコンビニの前で話をしていると、その男たちと出くわ

すことが多くなり、男たちとは話を交わす仲になった。 

塾の後、Ａ子とＢ子が、コンビニの前で話をしていると、いつもの男たちが車

に乗ってやって来た。 

男たちに「遊びに行こうよ。」と声をかけられＡ子とＢ子がためらっていると、

男たちはいきなりＡ子とＢ子の腕を引っ張って車にむりやり乗せた。 

車の中にはいつもの男たちが乗っていて、Ａ子とＢ子に対して、興奮気味に「静

かにしろ。」と脅してきた。 

車は、寂しい道を進み、Ａ子たちは怖くて声も上げられなかった。 

Ａ子とＢ子は、身の危険を感じたが、幸運なことに、通りかかったパトカーが、

車を止め、２人は助かった。 
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第○学年○組              学 級 活 動 学 習 指 導 案 

○月○日（○）  第○校時 

指 導 者  ○ ○   ○ ○ 

１ 題材名 「深夜はいかいの危険性」 

２ 本時のねらい 

 ・深夜はいかいが少年犯罪の入り口となることを知り、犯罪から自分を守る気持ちを育てる。 

３ 展開 

段階 学習活動（主な発問と反応） 指 導 上 の 留 意 点 資料 

導 

 

入 

１ 本時の目標を知る 

○アンケートの結果を聞く。 

○ワークシート（案）に感想を書く。 

○感想の発表。 

・夜７：００以降の外出をする

人が見られる。 

・夜の出歩きは控えた方がよい。 

・夜出歩くのはしょうがない。 

 

○事前に模造紙を使って表を作ってお

く。 

○生徒（学級委員など）に集計をさせ、

発表させてもよい。 

○学級の統計だけで不十分であれば、学

級を越えた資料を用意する。 

事前アンケート 

 

ワークシート 

展 

 

開 

 

２ 警察ホームページ資料等から少

年の非行問題の現状を知る。 

○どんなことに気づきましたか。 

・不良行為少年の中で深夜はいか 

 いが最も多い。  

・年々増加傾向にある。 

○夜出歩くこと（深夜はいかい）が

犯罪に結びつくか。 

理由も考えよう。 

○理由も含めて発表する。 

・結びつかない理由 

本人の問題 

塾などはしょうがない  

・結びつく理由 

夜は変な人が多い 

   夜中は何があるかわからない 

              など                        

３ 事例を提示し、深夜はいかいにつ

いてより考えを深める。 

○同じ場面に遭遇したら、自分はど 

うするかを考え、発表する。 

○このような場面に出会わないた

めの予防策を考え、発表する。 

 

 

○必要に応じ個人で考える時間とグル

ープを作り、話し合いをする時間を設

けてもよい。 

○一人一人が自分の考えを持てるよう

に時間をとる。 

 

 

○「深夜はいかいと犯罪が結びつくかど

うか」について相互の意見を交換する

場を作る。 

 

 

 

 

 

○資料が事実に基づいていることから

身近なこととしてとらえさせる。 

 

 

○犯罪から未然に自分の身を守る術を

考えさせる。 

埼玉県警察 

ホームページ 

 

埼玉県 

ホームページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例「深夜はい

かいの危険性」 

終 

 

末 

４ 今日の授業の振り返りを行う。 

 

５ 教師の話を聞く。 

○ワークシートを記入し、時間に応じて

数人に発表させる。 

○多くの人が犯罪の被害者、加害者にな

るとは思ってもいないことに触れ、自

分の身は自分で守ることを意識させ

る。 
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事前アンケート（案） 

１ あなたは夜（ＰＭ７：００以降）に外出する機会がありますか？ 

 ア よくある  イ たまにある  ウ めったにない  エ ない 

 

２ １でア、イ、ウと答えた人に聞きます。 

① どういう機会に外出しますか？（複数回答可） 

    ア 塾    イ 遊びなど友人と会うため  ウ ひまつぶし（コンビニなどで買い物など） 

 エ その他（               ） 

② 外出先では何人くらいになりますか？ 

   ア 一人が多い  イ 二人が多い  ウ 三人以上が多い 

③ 夜に外出したことで犯罪の被害にあいそうになったことがあったら教えて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 全員に聞きます。中学生が夜間に外出するときは何時までに帰宅しなければいけないと思いますか。 

    回 答      時まで 

 

 

   

ワークシート（案） 

 

１ 自分たちのアンケートの結果から気づいたことや思ったことを書きましょう。 

 

   

 

２ グラフや表（※警察ホームページ、少年非行白書等から引用）を見て気づいたことを書きましょう。 

 

 

 

３ 少年犯罪と夜の出歩きは深い関わりがあるだろうか。自分の考えとそう考える理由を書いてみよう。 

 

 

 

４ 事例「深夜はいかいの危険性」から、Ａ子やＢ子のように連れ去れそうになったら、あなたはどうしますか？ 

 

 

 

５ どんな予防策があるだろうか？ 

 

 

 

６ 今日の授業を振り返っての感想を書いてみましょう。 

 

※ 数値については、毎年変動するので、警察ホームページ、少年非行白書を参照する。 
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３ いじめ（犯罪行為） 

 

   Ａ男とＢ男は同じクラスの生徒であるが、Ａ男は気弱なＢ男を心の中で見下して

おり、よくＢ男のことを小突いたりからかったりしていた。 

 ある日の放課後、Ａ男とＢ男が他の友達を交えて遊んでいた際、財布を持ってき

ていなかったＡ男はＢ男に対し「ジュース買うから金貸して。」と言った。 

Ｂ男は「すぐに返してもらえるだろう。」と思い小銭を貸した。 

 Ａ男はすぐに借りた金を返すつもりだったが、時間が経つにつれて金が惜しくな

ってしまい、翌日、Ｂ男が「お金返してよ。」と言っても「うるせえな。」と言って

返そうとはしなかった。 

 それどころか、Ａ男はその後もＢ男に対し、たびたび「金貸して。」などと言い、

Ｂ男がそれを渋ると「ぶっ飛ばすよ。」などと脅して金を巻き上げるようになり、そ

の金額も大きくなっていった。 

 ある日、Ａ男はいつものようにＢ男から金を巻き上げようとしたが、Ｂ男が「も

う金なんてない。」と断った。 

Ａ男はＢ男の態度に腹を立て、一緒にいた数名のクラスメイトと一緒にＢ男を脅

して服を脱がせ、その様子を携帯電話のカメラで撮影した。 

 一緒にいたクラスメイトも裸のＢ男を撮影し、その中の一人が面白がってクラス

全員が閲覧できるネット上の掲示板に写真を貼り付けた。 

 クラスメイトは、その写真を見て掲示板に「Ｂ男キモイ。」「ちょーウケる。」など

と書き込み、それを見たＢ男は不登校になってしまった。 

 その後、Ｂ男は両親と一緒に警察に行って被害届を出し、Ａ男は恐喝や強要など

の罪で警察に逮捕され、Ａ男と一緒にＢ男を脅したクラスメイトも強要などの罪で

逮捕された。 

 

男は、暴力的で、友人とのトラブルも以前からよくある。 

 その日も同級生のＢ男と休み時間に肩がぶつかったことで口論になってしまっ

た。 

 Ｂ男が、Ａ男からぶつかってきたことを言うと、カッとなったＡ男は、そばの机

の上にあった誰かの教科書をＢ男に投げつけ、Ｂ男に当たった。 

 Ｂ男はその場はガマンし、大事にはならなかったが、その様子を見ていた友人が
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第○学年○組              学 級 活 動 学 習 指 導 案 

○月○日（○）  第○校時 

指 導 者  ○ ○   ○ ○ 

１ 題材名 「いじめ」 

２ 本時のねらい 

 ・いじめの意味を理解し、いじめを絶対に許さない心を育てる。 

 ・学校内のいじめであっても、法に触れる行為は犯罪となることを理解させる。 

・自他の生命を尊重する態度を育てる。 

３ 展開 

段階 学習活動（主な発問と反応） 指 導 上 の 留 意 点 資料 

導 

 

入 

１ アンケートの結果を見て考える。 

 ○アンケートの結果から思ったことを

発表させる。 

  ・ほとんどの人がいじめに関わる 

機会があったことに気付かせる。 

○敏感な問題であるので、プライバシー

には十分に配慮する。 

○アンケート結果から気付いたことを発

表させる 

アンケート 

展 

 

開 

２ 「いじめ」について理解させる。 

○加害者が「ふざけ」と思っていて

も被害者が苦痛と感じればいじめ

に成りうる。 

 

 

３ 事例を読み、どの行為が何の犯罪に

なるのかを考えさせる。 

 ○金を脅し取る行為 

 ○脅して裸にさせる行為 

 ○裸の画像を撮影し、ネット上の掲示

板に掲示する行為 

 

４ 見て見ぬふりをすること、周りで 

はやし立てることもいじめを助長 

していることを伝える。 

 

５ インターネットの利便性と危険性に

ついて考えさせる。 

  

【いじめの定義】 

①児童等と一定の人定関係のある他の児

童等が行う 

②心理的又は物理的な影響を与える行為

（インターネットを通じて行われるも

のを含む） 

③対象となった児童等が心身の苦痛を感

じているもの 

○いじめは人権を侵害する行為であり、

決して許すことのできないものである

という認識を持たせたい。 

 

 

 

 

 

 

○インターネットでは相手の顔が見えな

いため、普段使わないようなひどい言

葉を使ってしまうことに注意させる。 

○ネット上で拡散した情報は、完全な回

収・削除が困難であることを伝える。 

 

いじめ防止対

策推進法 

 

彩の国生徒指

導ハンドブッ

クNew I’s 

 

刑法 

・第249条 

 恐喝 

・第223条 

 強要 

 

児童買春・児童

ポルノに係る

行為等の処罰

及び児童の保

護等に関する

法律 

 

総務省 

ホームページ 

終 

末 

６ 授業の振り返りを行い、感想を書か

せる。 

７ 教師の話を聞く。 

○身近な生活の中から考えさせ、絶対に

「しない、させない」という強い心を

持たせる。 
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いじめ問題アンケート（案） 

・ いじめや暴力の問題について学習していく上で、クラスや学年の実態を正確につかみたいと思います。次の質

問に正直に答えてください。 

 

１ あなたは小学校時代を含めて、今まで「いじめられた」ことはありますか。 

 

 ア ある    イ ない 

 

  ・「ある」の人はいつ頃のことですか   小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 

 

２ あなたは小学校時代を含めて、今まで「いじめた」ことはありますか。 

 

ア ある    イ ない 

  

 ・「ある」の人はいつ頃のことですか   小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 

 

３ １・２で「ある」と答えた人は、次のどのケースですか。下の（ ）に番号で答えなさい。いくつ答えてもけ

っこうです。 

① 悪口、かげ口を言う、言われる 

② 無視する、される 

③ なぐったり、蹴ったり、たたいたりする、される      ・いじめた内容 

④ 持ち物を隠す、隠される                  （                  ） 

⑤ 持ち物を傷つける、壊す、壊される 

⑥ ひどい言葉を落書きする、される             ・いじめられた内容 

⑦ お金を持ってこさせる、させられる             （                  ） 

⑧ 命令していやなことをさせる、させられる 

⑨ トイレや部屋に閉じこめる、閉じこめられる 

⑩ インターネット上に悪口や写真を掲載される 

⑪ その他（                   ） 

 

４ あなたがいじめにあった場合、誰に相談しますか。 

 

 ア 友達  イ 親  ウ 先生  エ 誰にも相談しない  オ その他（             ） 

 

５ あなたは友達がいじめられていたり、暴力をふるわれているのを見たときに、注意したり止めたりできますか。 

 

 ア できる  イ できない 

 

６ なぜ、いじめや暴力事件が起きるのだと思いますか。 

 

 

 

７ いじめや暴力をなくしていくには、どうしたらよいと思いますか。 
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４ 自転車どろぼう 

 

Ａ男は、今年になって自転車を２台も盗まれてしまった。 

お母さんは「だらしないから、自転車を盗まれるのよ。」と怒って、自転車を買って

くれそうもない。 

Ａ男は、帰宅途中、民家の塀に錠の壊れた自転車が立て掛けられているのを見つけた。 

１週間後、Ａ男が、再び同じ道を通った時、同じ場所に、その自転車が同じように立

て掛けられていた。 

Ａ男は「鍵が壊れているから、盗まれたものかもしれないな。誰も乗らないなら、俺

が乗っても良いだろう。」と思い、その自転車に乗って家に帰った。 

ある日、乗っている自転車が自分のものでないことがばれて、Ａ男は捕まってしまっ

た。 

警察官に「なぜ、人の自転車に乗っているんだ。」と質問された時、Ａ男は「誰も乗

らないから、乗っても良いと思いました。」と答えた。 

さらに、自転車を盗んだ理由を聞かれ、Ａ男は「自転車を盗まれて困っていたので、

自転車をとったのです。」と答えた。 
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第○学年○組              学 級 活 動 学 習 指 導 案 

○月○日（○）  第○校時 

指 導 者  ○ ○   ○ ○ 

１ 題材名 「自転車どろぼう」 

２ 本時のねらい 

 ・善悪の判断ができ、犯罪に手を染めない毅然とした態度を身につける。 

 ・社会の一員として、法律やルールを守る心を育成する。 

３ 展開 

段階 学習活動（主な発問と反応） 指 導 上 の 留 意 点 資料 

導 

 

入 

１ 「街頭犯罪」についての説明を

聞く。  

 

 

○「街頭犯罪」にはどんなものが

あると思いますか。 

 

 

２ 認知状況、検挙件数、検挙人員

のグラフを見る。 

 

○「身近な公共空間で発生する犯罪の総

称」であることを説明する。   

○全刑法犯の○○％以上を占めること

を説明する。 

○自転車盗、オートバイ盗、自動販売機

ねらい、ひったくり、路上強盗、自動

車盗、車上荒らし等（罪種数に変動が

ある場合もある）であることを説明す

る。 

○グラフから読み取れることを考えさ

せる。   

 ・全刑法犯罪に占める街頭犯罪の割 

合、認知状況、検挙状況のグラフ 

○中高校生だけで○○％以上を占めて

いることを気づかせる。                                 

埼玉県警察 

ホームページ 

               

展 

 

開 

３ 事例を読む。 

○民家の壁に立てかけてあった自

転車に乗って家に帰ったA男の

行動をどう思うか。 

  ・よくない。 

  ・鍵が壊れて一週間そのままだ

ったということは、捨ててあ

る可能性が高いので乗っても

いい。                       

○Ａ男はなぜ捕まってしまったの 

か。 

○Ａ男はどんな罪になるのか。 

○警察に捕まるとどうなるのか。 

○自転車の持ち主に見つかった場 

 合はどうなるのか。 

 

○賛否両論意見が出た場合は、「なぜい

いのか」「なぜいけないのか」を発表

させ合い、議論を深めさせる。その際、

賛成意見に傾かないように注意する。 

 

 

 

○違法行為をしたということを認識さ

せる。 

○どんな理由があるにせよ、人の物を自

分の物にしてしまうのはよくない。刑

法第235条(窃罪)、第254条（占有離

脱物横領）に当たることを説明する。 

 

事例「自転車ど 

ろぼう」 

終 

 

末 

４ もう一度、街頭犯罪について確

認し、検挙人員に占める少年の割

合のグラフを見る。 

５ 教師の説話を聞く。 

○いかに中高校生が占める割合が多い

かを説明し、これらのことが犯罪であ

ることを再認識させる。       

○犯罪をしないという強い意志を持ち、

友達の悪の誘いを断る勇気を持つこ

とが大切だということを、しっかりと

理解させる。 

 

埼玉県警察 

ホームページ 
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５ 万引き 

 

  

 Ａ男の住んでいる町にはショッピングモールがあり、Ａ男はよく友達のＢ男と一緒

にこのショッピングモールに遊びに行っていた。 

 ある日、Ｂ男がショッピングモール内の書店で、漫画本を手に取り、Ａ男に向かっ

て「これ万引きするから、店員のこと見張ってて。」と言った。 

 Ａ男は「まずいよ。」と言ったが、Ｂ男は気にも留めず「じゃ、頼むぜ。」と言った

ので、仕方なくＡ男は見張り役を引き受け、二人は漫画本を万引きした。 

その後も、Ａ男とＢ男はショッピングモールに行く度に、Ａが見張り役、Ｂ男が実

行役として本や文房具を万引きするようになった。 

ある日、Ａ男たちがそれまでと同じように商品を万引きしようとしたところ、実行

役のＢ男が店を出た直後、店員が大きな声で「ちょっと待って下さい。」と声を掛けて

きた。 

Ｂ男は走って逃げたが、Ａ男は逃げ遅れてしまい、店員に肩を掴まれてしまった。

Ａ男は店員に「僕は見ていただけです。」と言い訳したが、「このまま捕まったら親に

怒られる。」と思い、店員を突き飛ばして逃げようとした。しかし、別の店員に取り押

さえられてしまい、その後、警察に引き渡された。 

Ａ男に突き飛ばされた店員は怪我をしており、Ａ男は「強盗致傷」という罪で逮捕

された。 
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第○学年○組              学 級 活 動 学 習 指 導 案 

○月○日（○）  第○校時 

指 導 者  ○ ○   ○ ○ 

１ 題材名 「万引き」 

２ 本時のねらい 

 ・善悪の判断ができ、犯罪に手を染めない毅然とした態度を身につける。 

 ・万引きは窃盗という犯罪であり、決して軽い罪ではないことを学ぶ。 
 ・社会の一員として、法律やルールを守る心を育成する。 

３ 展開 

段階 学習活動（主な発問と反応） 指 導 上 の 留 意 点 資料 

導 

 

入 

１ 身近なことや資料を題材に

して、万引きが犯罪であること

を理解する。 

 ○「万引きは何という罪になる

か？」 

 ○認知状況、検挙件数、検挙人

員のグラフを見る 

○万引きという言葉に軽いイメージを

持つ場合があるが、「窃盗」という犯

罪で、10年以下の懲役又は50万円以

下の罰金刑であることにもふれる。 

○興味関心を持たせ、生徒の発表を活発

に行わせる。 

刑法第235条 

窃盗 

 

 

展 

 

開 

２ 実行役だけではなく、見張り

役も共犯となることを理解させ

る。 

３ Ａ男とＢ男がなぜ万引きを繰

り返したのか考える。 

○犯罪を繰り返すと罪悪感が薄

れる 

○簡単に欲しい物が手に入る 

４ 事例のように、万引きが強 

盗になるのはどのような場 

合か理解させる。 

 

 

 

 

○生徒自身に、軽微なルール違反が大き

な犯罪にまで繋がるということ考え

させる。 

 （例）親の財布から無断で小銭を抜き

取っていたが、やがてお札を抜き

取るようになった。 

○逃走するために店員や警備員等に暴

行を加えれば「事後強盗（５年以上の

有期懲役刑）」、負傷させれば「強盗致

傷（無期又は６年以上の懲役刑）」と

いう凶悪犯罪となることを伝える。 

事例 

「万引き」 

 

 

 

 

 

 

 

刑法 

・第238条 

 事後強盗 

・第240条 

強盗致傷 

終 

 

末 

５ 被害者の気持ちになって考

える。 

６ 万引きをしない、万引きをさ

せない強い力を身につける。 

○書店業界には、「万引き倒産」という

言葉さえあり、万引きが決して小さ

な犯罪ではないことを伝える。 
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６ 盗品の買い取り 

 

  

Ａ男は、部活の後輩であるＢ男からゲームソフトを借りた。 

 Ｂ男は、たくさんのゲームソフト、音楽ＣＤ、漫画本などを持っているが、実は、

Ｂ男は、万引きの常習犯で、ほとんどが盗んだ物だった。 

 Ａ男はＢ男が持っている物が万引きした物であると知りながら「いらない物があっ

たら、俺が買い取ってやるよ」と持ちかけた。 

 こうして、Ａ男は、Ｂ男からゲームソフト等を安く買い取るようになったが、次第

に欲しい品物を注文するようになった。 

 ある日、Ｂ男は、万引きをして逮捕されたが、Ａ男も警察に取調を受けた。 

 Ａ男は「僕は、盗んだ品物を買い取ったけど、盗んでこいと言ったことは一度もあ

りません。」と言い訳したが、警察官に「理由を知って、泥棒などの被害品を買い取る

ことは犯罪だ。」と教えられた。 

 Ａ男は、Ｂ男に万引きをさせたことなどなく、買い取っただけなのだが、どこが悪

いのだろうか。 
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第○学年○組              学 級 活 動 学 習 指 導 案 

○月○日（○）  第○校時 

指 導 者  ○ ○   ○ ○ 

１ 題材名 「盗品の買い取り」 

２ 本時のねらい 

 ・他人の物を盗むことは犯罪であり、万引きも犯罪（窃盗）であることを学ぶ。 
 ・盗品をもらう、買う、保管する、運搬する、処分の斡旋

あっせん

をすることは犯罪であることを学ぶ。 
・犯罪行為を知ったときに、自ら判断し、主体的に行動できる態度を育てる。 

３ 展開 

段階 学習活動（主な発問と反応） 指 導 上 の 留 意 点 資料 

導 

 

入 

１ 身近なことや資料を題材にし

て、万引きが犯罪であることを理

解する。 

 ○「万引きは何という罪になる

か？」 

２ 盗品とわかっていて、それを買

った場合について考える。 

 ○「では、万引きした物と知って

いて、万引きした物を買い取る

ことはどうか？」 

○万引きという言葉に軽いイメージを

持つ場合があるが、「窃盗罪」という

犯罪で、10 年以下の懲役又は 50 万

円以下の罰金刑であることにもふれ

る。 

○自分が盗んだ物ではないのでもらっ

ても大丈夫という安易な考えを持ち

がちであるが、「盗品譲受け等」とい

う犯罪であることを理解される。 

○興味関心を持たせ、生徒の発表を活

発に行わせる。 

 

展 

 

開 

３ 事例を読む。 

盗品を買い取っただけなのだ

が、どこが悪いのだろうか。 

    

４ 盗品を買うことがなぜいけない

のか考える。 

○盗んだ人がまた盗むから。 

○盗まれた物が本人に返しにくく

なるから。 

 

５ 自分が買おうと思った物が盗品

ではないかと思ったらどうするか

考える。 

○警察に知らせる。 

○買わない。 

○品  ○物を返させる。 

 

 

○盗品をもらう、買う、運ぶ、保管す

る、などをすると罪になることを確

認させる。 

 

○次の２点に焦点を当てる。 

・万引きを助長する行為である。 

  ・被害者が取り戻すことを難しくす

る。 

   班ごとに話し合い、発表させる。 

 

○友達なら、その友達のためにもやめ

させること。 

○インターネットオークションなどで

は、盗品も出回っており、注意を要

すること。 

○班ごとに話し合い、発表させる。 

事例「盗品の買

い取り」 

 

刑法第256条 

盗品譲受け等 

 

ワークシート 

終 

 

末 

６ 万引きをしない、万引きをさせ

ない強い力を身につける。 

○書店業界には、「万引き倒産」という

言葉さえあり、万引きが決して小さ

な犯罪ではないこと。 

○盗品の買い取りは、被害者による盗

品等の正常な回復を困難にするばか

りでなく，窃盗等の犯罪を助長し誘

発するおそれのある行為であること

を確認させる。 
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ワークシート（案） 

１ 万引きは何という罪になりますか。 

 

 

２ 盗品を買い取っただけなのだが、どこが悪いのだろうか。 

    

 

 

３ 盗品を買うことがなぜいけないのか。 

 

 

 

４ 自分が買おうと思った物が盗品ではないかと思ったらどうしますか。 

 

５ 万引きや盗品の買い取りはなぜいけないのか。また、今日の授業の感想を書きましょう。 
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７ 「出会い系サイト」の危険性 

 

  

 
Ａ子は、両親の決めた以上に携帯電話を使った場合は、お小遣いから、使用料を

払う約束になっている。 

 Ａ子は、毎月、お小遣いから電話の使用料を払っていた。 

 毎月、使用料を払うので、お小遣いは足りないが、携帯電話なしの生活は考えら

れない。 

 同級生のＢ子は、中学生だが、ブランドの財布を持っていて、※いわゆる「出会

い系サイト」で知り合った男の人とカラオケをしただけで、お小遣いをもらい、買

ったのだと自慢した。 

 Ａ子は「カラオケをするくらいなら良いだろう」と思い、Ｂ子から教わったサイ

トの掲示板に「中２の女の子です。２万円でデートします。」と書き込み、すぐに相

手は見つかった。 

 相手の男の人は、身なりの良い、静かな物腰の人で、カラオケを一緒にしただけ

で、２万円をくれた。 

 その後、Ａ子は、お金をもらって、男とデートをしていたが、男から「言うこと

をきいてくれたら、もっと、あげるのになぁ。」と持ちかけられた。 

 援助交際を始めてから、Ａ子は、金遣いが荒くなり、いくらお金があっても足り

ない状態であった。 

お金が欲しくなると、Ａ子は、男とカラオケなどのデートをしていた。 

 その後、Ａ子は警察に呼ばれ、援助交際の書き込みをしたということで捕まって

しまった。 

 

※ いわゆる「出会い系サイト」とは、インターネット異性紹介事業のこと 
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第○学年○組              学 級 活 動 学 習 指 導 案 

○月○日（○）  第○校時 

指 導 者  ○ ○   ○ ○ 

１ 題材名 「『出会い系サイト』の危険性」 

２ 本時のねらい 

・出会い系サイトの利用により、家出、性被害、薬物犯罪、架空請求事件の被害等の危険性があることを学ぶ。 

・出会い系サイト規制法により、対価を示して相手を誘う「書き込み」についても処罰の対象になることを学ぶ。 

・見知らぬ人との関わりの危険性を知り、犯罪に巻き込まれない態度を育成する。 

３ 展開 

段階 学習活動（主な発問と反応） 指 導 上 の 留 意 点 資料 

導 

 

入 

１ 出会い系サイトとはどんなもの

か知る。 

  

２ 出会い系サイトの被害者はどん

な人が多いのだろうか考える。 

 

○「出会い系サイト」とは、知らない

人と知り合ったり出会ったりするこ

とを支援するサイトをいう。 

○年齢認証不要の「コミュニティサイ

ト」を出会い系サイト代わりに使用

している例もある。 

○スマートフォン用の出会い系アプリ

も多数登場している。 

○被害者に占める女子生徒の割合が多

いことから、生徒が出会い系サイト

を利用することは危険性が大変高

い。 

 

 

 

警察庁 

ホームページ 

展 

 

開 

３ 事例を読む。 

出会い系サイトに援助交際の

書き込みをするとなぜ、捕ま

ってしまうのか。 

    

 

 

 

 

４ 出会い系サイトに援助交際の書

き込みをするとどんな危険性があ

るのか考える。 

・性的な被害 

・誘拐される 

・薬物 

・詐欺の被害 

・脅迫の被害 

 

○法律によって禁止されていることを

説明する。 

 ※コミュニティサイトであっても処

罰されることがある。 

○例を挙げて説明する。 

・「女子中学生で僕とデートしてくれ 

る人いませんか。」 

・「中２です。お小遣いをくれれば、

一緒にお茶してもいいよ。」 

 などの書き込みは犯罪である。 

○事例を読んで感じたことと見知らぬ

人とデートしたり、金銭を受け取る

ことでどんな危険性があるか考えさ

せる。 

  ・班ごとに話し合い発表する。 

○事件例を挙げ、説明する。 

・小学生被害のわいせつ目的誘拐 

・女子中学生被害の脅迫事件               

・児童ポルノ法違反                                                                              

事例「『出会い系

サイト』の危険

性」 

インターネット 

異性紹介事業を 

利用して児童を 

誘引する行為の 

規制等に関する 

法律（出会い系 

サイト規制法） 

 

ワークシート 

 

警察庁 

ホームページ 

 

出会い系（コミ

ュニティ）サイ

ト事件簿 

終 

 

末 

５ 見知らぬ人との関わりの危険性

や犯罪に巻き込まれない態度につ

いて教師のまとめを聞く。 

○携帯電話やインターネットの利用に

ついても指導する。 

  ・出会い系サイトにアクセスしたき

っかけは、広告メールとネットサ

ーフィンが圧倒的に多い。 

○人を信頼することと、事件から身を

守ることについて考えさせる。 
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ワークシート（案） 

１ いわゆる「出会い系サイト」（以下 出会い系サイト）とはどんなものですか。 

 

 

 

  

２ 出会い系サイトの被害者はどんな人が多いのだろうか。 

 

 

３ 出会い系サイトに援助交際の書き込みをするとなぜ、捕まってしまうのですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 出会い系サイトに援助交際の書き込みをするとどんな危険性があると思いますか。 

 

５ 見知らぬ人との関わり、犯罪に巻き込まれないためにはどうしたらよいでしょうか。また、携

帯電話やインターネットを利用する際に気をつけなければならないことにはどんなことがある

でしょうか。 
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出会い系（コミュニティ）サイト事件簿 

 

出会い系サイト 

 

１ 児童買春・児童ポルノ法違反（児童買春） 

  出会い系サイトを通じて知り合った男から現金をもらう約束をしてみだらな行為をし

た。 

２ 強制わいせつ 

  コミュニティサイトを通じて知り合った男とドライブ中、胸などを触られるなどわい

せつな行為をされた。 

３ 恐喝 

  出会い系アプリで知り合った男から現金をもらって、裸の写真をとらせたが、後日男

から写真を買い取るように脅され、現金を脅し取られた。 

４ 出会い系サイト規制法違反 

  お金欲しさに「中学生とＨしたい人いませんか。」という書き込みをした。 

５ 誘拐 

  携帯電話の出会い系サイトで知り合った男に自動車内に監禁された上、現金を強奪さ

れ、さらに保護者が身代金を要求された。 

６ 児童福祉法違反 

  コミュニティサイトで知り合った男とみだらな行為をし、その際撮影されたビデオを

ばらまくと脅され、他の男性とみだらな行為をさせられた。 
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Ⅱ 学 習 指 導 案（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 高等学校編 
 

 

１ 飲 酒 の 危 険 性 

２ 不 良 集 団 へ の 加 入 

３ 街 頭 犯 罪 

４ 薬 物 の 危 険 性 

５ 薬物の危険性２（危険ドラッグ） 

６ ネットトラブル１（誹謗中傷） 

７ ネットトラブル２（情報モラル） 

小学校編 

中学校編 
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１ 飲酒の危険性 

 

  

Ａ男たち７人は、ビール、缶チューハイなどを持ち寄り、文化祭の打ち上げと

称して河原で酒を飲んでいた。 

 夜更け過ぎまで酒を飲んで騒いだが、寒くなり酔いが回り、近くの中学校の昇

降口まで移動した。 

 Ａ男は、昇降口の風の当たらない場所で横になっていたが、寒気がしてきた。 

 Ｂ男が「保健室のベッドに寝かせてやろう。」と言いだし、教室の窓ガラスを割

って、校舎内に侵入した。 

そして、Ａ男を保健室まで運び込んだところで、警備会社の通報で、警察官が

駆けつけ、逮捕された。 

 Ａ男は、急性アルコール中毒で病院に入院した。 

医師から「死んでもおかしくない状態であった。」と告げられた。 

窓ガラスを割ったＣ男は、ガラスの破片で腕に９針縫うほどの大怪我をした。 

また、いつも温厚なＤ男は、駆けつけた警察官に殴りかかったことを知った。 

 後日、Ａ男は、警察の取調の際に、「仲間は、酔っぱらってやったことです。」

と弁解したが、警察官に「酔っぱらっていたことは犯罪の理由にならない。」と言

われた。 
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第○学年○組              学 級 活 動 学 習 指 導 案 

○月○日（○）  第○校時 

指 導 者  ○ ○   ○ ○ 

１ 題材名 「飲酒の危険性」 

２ 本時のねらい 

 ・飲酒が身体や精神に及ぼす影響について正しく理解する。 

 ・飲酒が引き起こす問題行動について正しく理解する。 

 ・誘われても断る勇気や友人を抑止できる力を育む。 

３ 展開 

段階 学習活動（主な発問と反応） 指 導 上 の 留 意 点 資料 

導 

 

入 

○「酒に酔うと、人はどうなるか。」

を考える。 

 

○指導事例「飲酒の危険性」を読む。 

 

○事例における問題点を挙げる。 

 

○生徒に発表させ、アルコールが人体に

与える影響についての知識を確認し、

飲酒防止に対する関心を高める。 

 

○未成年者の飲酒自体が違法行為である

が、飲酒に伴う騒ぎ等の迷惑行為や、

酩酊状態での犯罪行為について考えさ

せる。 

新聞記事 

・未成年者の飲

酒 

・飲酒運転によ

る交通事故 

など 

未成年者飲酒禁

止法 

展 

 

開 

○飲酒が身体や精神に及ぼす影響 

について考える。 

   

・身体に与える影響 

   

・精神に与える影響 

 

○飲酒が引き起こす問題行動につい

て考える。 

 

○多量の飲酒が急性アルコール中毒を引

き起こし、場合によっては、死に至る

ことがあることを説明する。 

○身体的に成長の途中である未成年者の

飲酒は、心身に深刻な影響を与えるた

め、禁止されていることを説明する。 

 

○酩酊状態での犯罪が多発しており、厳

重に処罰されることを説明する。 

○事例における、器物損壊、住居侵入、

公務執行妨害等について説明する。 

事例「飲酒の危

険性」 

 

飲酒の危険性 

公益社団法人

アルコール健

康医学協会ホ

ームページ 

 

刑法 

・第95条 

 公務執行妨害 

・第130条 

 住居侵入等 

・第261条 

 器物損壊 

ま 

と 

め 

○飲酒が予想される打ち上げ等の会 

に誘われたとき、どのように断るか 

を考える。 

 

○飲酒しようとしている友人をどの

ように止めさせるかを考える。 

 

○飲酒が引き起こす他の問題点を考

える。 

○生徒に発表させ、適宜アドバイスを行

う。 

 

 

 

 

 

○飲酒や喫煙が、薬物乱用などに繋がる

危険性を持っていることを理解させ

る。  

 

 



（高等学校編） 

- 50 - 

 

２ 不良集団への加入 

 

  

  
Ａ男は、高校１年生である。 

 久しぶりに中学時代の同級生Ｂ男と駅前で出会ったが、Ｂ男は進学した高校を１

学期で辞めていた。 

 Ｂ男は、現在、地元のカラーギャングのメンバーになっていて、「地元は俺たちの

縄張りだ。」と話した。 

 カラーギャングに憧れたＡ男は、Ｂ男に頼んでメンバーに入れてもらった。 

 Ｂ男のグループは、メンバー１５人ほどの小さなグループで、深夜、コンビニや

駅前にたむろしていた。 

 このグループは、町でも知られるようになり、チームカラーである紫の上下のス

ウェットで歩けば、みんなが怖れた。 

仲間の中には、上下のスウェット姿を見せて恐喝をする者もでてきた。 

さらにＡ男も、実際にスウェットの力でお金を簡単に脅し取ることができた。 

 ある日、Ａ男とＢ男はいつもの上下スウェット姿で隣の市まで買い物に行ったが、

擦れ違う同年代の若者から注目されているのがわかり、気分が良かった。 

 Ａ男たちが大声で談笑しながら歩いていると、同年代の派手な格好の男が二人近

づいて来て「ちょっと来い。」と話かけてきた。 

 男たちについて行くと、いつの間にか男たちの仲間に取り囲まれていて、一方的

に暴力を振るわれ、重傷を負って入院した。 
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第○学年○組              学 級 活 動 学 習 指 導 案 

○月○日（○）  第○校時 

指 導 者  ○ ○  ○ ○ 

１ 題材名 「不良集団への加入」 

２ 本時のねらい 

・いわゆるカラーギャング（暴走族を含む）の実態を知る。 

・事例研究を通して不良集団についての考察を深め、自分自身の健全な生活習慣について考える。 

・誤った考えや行動について、しっかりと批判し拒否する判断力を身につける。 

 ・自分自身の生活状況について検証する。  

３ 展開 

段階 学習活動（主な発問と反応） 指 導 上 の 留 意 点 資料 

導 

 

入 

１ グループに分かれる。 

 

 

 

２ カラーギャング（暴走族を含む）

が関係する事件の新聞記事を読む。 

事前準備  

①６～８名程度のグループに分ける。 

②グループ毎に、司会係・記録係を１名

選ばせる。 

○記事の内容は、出来るだけ詳しいもの

が望ましい。雑誌の特集記事などでも

構わない。 

○幅広く考えられるように詳細な解説

はしない。ただし、不明な状況等につ

いての質問には答える。 

○グループ討議の進め方について説明

する。 

 

 

 

 

新聞記事等 

展 

 

開 

３ グループ活動による事例研究 

○「事例」プリントを読み、各グル

ープ毎に、「事例分析シート」に

従って討議を進める。 

○「事例分析シート」を完成させる。 

４ 事例分析の発表 

 ○各グループ毎に「事例分析シー

ト」をまとめて発表する。 

○他のグループの発表を聞く。 

 

○議論が深まらないグループに対して

はサンプルなどを示して支援する。 

○時間の経過に応じ、進行状況の目安を

指示する。 

 

○発表に際しては、各グループの持ち時

間を制限する。 

○発表に際してはメモをとらせる。 

 

事例「不良集団 

への加入」 

 

事例分析シート    

メモ用紙 

ま 

と 

め 

５ まとめ 

 ○担任のまとめを聞く。 

○他のグループの考えや担任のま

とめを聞いて、自分のこととして

不良集団への加入の誘いに乗ら

ない決意を確認する。 

 ○自分自身の身の回りに、不良集団

への加入の誘いとなるような要

素や原因はないか考えてみる。 

 

○発表用の「事例分析シート」は、全グ

ループ分、黒板に掲示する。 

○発表後のまとめとして、ねらいに即し

た発表には賛辞を送り、著しい逸脱が

認められる発表箇所は修正する。 

○不良集団の様々な行為が全く違法で

あることを確認させる。 

○誤ったあこがれや、心の隙間が不良集

団加入の契機となることを理解させ

る。 

○身の回りに危険な状況はないかを考

えさせる。 

＊発表後に時間があれば、数名を指名

し、感想を述べさせる。 
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事 例 分 析 シ ー ト（案） 
 ＜事例＞を読み、問題箇所を指摘し、原因（背景）や解決方法（どうすれば良かったのか）も考えてみよう。 

 

    年   組   グループ№     

    

＜メンバー＞ 

 

司会              記録                            

                                                  

                                                  

 

 

指摘事項 問 題 点 原 因（背景等） 解決方法 

（例） 

・Ｂ男は進学した高校を１ 

学期でやめていた。 

 

 

 

 

 

・なぜ、せっかく入った

高校を１学期でやめて

しまったのか？   

  

・学校がつまらなかった。 

・問題を起こしてやめてし

まった。 

・友だち関係に問題があっ

た。 

 

・親や友だち、先生に早

めに相談に乗ってもら

う。 

・無理に高校へ行く必要

もなかった。 

・友だちをたくさん作る。 

１ 

 

 

 

 

 

   

２ 

 

 

 

 

 

   

３ 

 

 

 

 

 

   

４ 
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３ 街頭犯罪（被害者と加害者について考える） 

 

  高校３年のＡ男は、両親と中学３年生の弟、小学６年生の妹と家族５人で暮らし

ている。 

 Ａ男は、高校を卒業後は専門学校に進学する予定である。 

 ある日、帰宅途中の父が、若者数名に囲まれ、金属バットで全身を殴られて入院

してしまった。 

 退院後、父親は、頭を強打された後遺症で、常に頭痛に悩まされ、指先の感覚が

なくなった。 

 長期間にわたり休職したうえ、以前のように働けなくなった父親は職場に居づら

くなり、ふさぎ込んだり、イライラして家族にあたるようになってしまった。 

そして、以前の明るい家族が嘘のように暗くなってしまった。 

 父親は、体だけでなく精神も患い、会社を辞めることになり、Ａ男は専門学校へ

の進学をあきらめ、卒業後は、働くことにした。 

 卒業を控えたある日、父親を襲った男たちが逮捕された。 

 犯人たちの中にＡ男の同級生もいた。 

 犯人たちが父親から奪った物で返ってきたのは、父親のライターだけであった。 

 犯人の親たちが「息子も反省しています。」と謝りに来たが、どのように償っても

らえばいいかＡ男にはわからない。 
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第○学年○組              学 級 活 動 学 習 指 導 案 

○月○日（○）  第○校時 

                                    指 導 者  ○ ○   ○ ○ 

１ 題材名 「街頭犯罪」 

２ 本時のねらい 

 ・街頭犯罪（路上強盗、ひったくり、オートバイ盗、自転車盗、自動車盗、車上ねらい、部品ねらい、自販機ね 

  らい）の実態について理解する。 

・犯罪の被害者、加害者双方の立場になって考える。 

・身近な所に潜む犯罪に巻き込まれる危険性について考える。 

・犯罪を憎む態度や許さない姿勢を養う。 

３ 展開 

段階 学習活動（主な発問と反応） 指 導 上 の 留 意 点 資料 

導 

入 

○授業のねらいについて確認する。 

○「事例」プリントを読んで、街頭犯

罪の実情について考える。 

○生徒が考える幅を広げるために、ねら

いの概要を述べるにとどめる。 

事例「街頭犯罪」 

展 

 

開 

○「被害者と加害者について考える」

プリントの質問Ｑ１～Ｑ８に答え

る。 

 

○質問の回答を確認する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○はじめはじっくりと考えさせる時間を

とる。その後、記入が進まない場合は、

ヒントを与えるなどの支援を行う。 

○各質問毎に複数指名して、回答を確 

認させる。 

＜回答解説Ｑ１～Ｑ４＞  

・民事的に完全な補償がされることは

ほとんどない。 

・民事的に幾分かの補償がなされても、

家族の幸せな環境が戻ることは極め

て難しいと思われる。 

 ・被害からの立ち直りは公的な救済措

置を活用しても相当な時間がかか

り、精神的負担が大きい。＜回答解

説Ｑ５～Ｑ８＞ 

・犯罪を犯す環境に日常への漠然とし

た不満や交友関係がある。 

・強盗致傷（刑法第２４０条） 

・  刑事上は家庭裁判所送致、民事上 

  は損害賠償の他に慰謝料など。 

 ・犯罪者の保護者は、様々な補償が 

  要求される。  

○背景等についての同情はやむを得ない

が、犯罪そのものを肯定する回答は決

して認めない。 

資料「被害者と 

加害者について 

考える」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま 

と 

め 

○Ｑ１～Ｑ８を踏まえて、Ｑ９に答え

る。 

 

○質問の回答を確認する。 

○身近な犯罪に巻き込まれる危険性につ

いて、他人事ではないという認識の下、

自分自身の行動や環境について検証さ

せる。また、犯罪を憎む態度や許さな

い姿勢を確認させる。 

 

埼玉県警察 

ホームページ 
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被害者と加害者について考える（案） 
 

 

   年   組   番・氏名                 

 

「事例」プリントをよく読んで、被害者・加害者双方の立場になって、次の質問に答えてみよう。 

 

被 害 者 
 

加 害 者 

Ｑ１：なぜ、街頭犯罪にあったのだろう？ Ｑ５：なぜ、街頭犯罪を犯したのだろう？ 

Ｑ２：街頭犯罪に遭わなければ、どうなっていただ

ろう？ 

Ｑ６：犯した犯罪は何罪になるだろう？ 

Ｑ３：今後、家族はどうなってしまうだろう？ Ｑ７：どのような償いをすることになるだろう？ 

Ｑ４：Ａ男は、これからどうしたらいいだろう？ Ｑ８：親や兄弟はどのように思うだろう？ 

  

Ｑ９： 刑法犯の犯人として検挙された者のうち、○％が少年です。事例にあるようなことは、あなたの身近で発

生しています。 

このような犯罪に巻き込まれないためには、どうしたらいいだろう？ 

  

 

※埼玉県Ｑ９の数値については、警察ホームページ・犯罪・防犯情報で統計数字として公開されている。
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４ 薬物の危険性１ 

 

  

Ａ子は、カラオケボックスで遊ぶことが好きである。 

 友達もみんなカラオケ好きで、時々、お店の人から「もう帰る時間だよ。」

と注意されることもあった。 

 ある日、クラスの女の子２人とカラオケボックスに行ったところ、店の前で

若い男の人に「おごるから、俺も混ぜてよ。」と誘われ、一緒にカラオケをす

ることになった。 

 男は人当たりも良く、カラオケ代と飲食代をおごってくれ、メールアドレス

の交換をして別れた。 

 その後、男からメールが届き、Ａ子は男とデートすることになった。 

 Ａ子は男とずいぶん親しくなったころ、男の腕に注射の後がたくさんあるの

で、病気なのか聞いてみたところ、「お前にも打ってやるよ。」と言って、セカ

ンドバッグから注射器を取り出した。 

 Ａ子は『ヤバイ薬』だと思ったが、男に「一度だけなら大丈夫。」とか「芸

能人もやっている。」「ダイエットできる。」等と言われ、興味を覚え注射して

もらった。 

 ある日、Ａ子が男の家に遊びに行くと、警察官が現れ、男は逮捕、Ａ子も覚

せい剤を使用したという罪で逮捕されてしまった。 
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第○学年○組              学 級 活 動 学 習 指 導 案 

○月○日（○）  第○校時 

指 導 者  ○ ○   ○ ○ 

１ 題材名 「薬物の危険性１」 

２ 本時のねらい 

 ・薬物が人体に与える影響について理解させる。 

 ・薬物乱用の現状について理解させる。 

 ・薬物乱用の怖さを理解させ、生徒一人一人が自分自身で状況判断ができるようにする。 

３ 展開 

段階 学習活動（主な発問と反応） 指 導 上 の 留 意 点 資料 

導 

 

入 

１ 薬物についてのアンケートや質

問に答える。 

○どのようなものを薬物というか。 

○薬物は人体にどのような影響を

与えるのか。 

○薬物の使用は個人の自由か。 

  など 

○生徒一人一人の薬物に関する知識を確

認する。 

○質問項目ごとに何人かに発表させ、薬

物に関する興味・関心を高める。 

○薬物乱用に関する諸問題は、重大な青

少年問題であるだけでなく、非行や精

神保健上の問題との相乗作用を持って

いることをしっかりと認識させる。 

○喫煙・飲酒や薬物乱用に関わる誤った

情報・判断に惑わされることなく、自

分の健康管理を重要視させる。 

 

 

 

 

新聞記事 

展 

 

開 

２ 薬物について考えさせる。 

○主な薬物の種類(呼名)とその

害・作用について説明を聞く。 

○知っている薬を答えさせる。 

３ 薬物を乱用するとどのようにな

るかを考える。以下のようなことを

柱として意見交換をする。 

○乱用する者を蝕むばかりか、その

影響によって引き起こされる幻

覚や妄想から、他人を発作的に傷

つけ凶悪な事件の引き金になる。 

○インターネットや携帯電話等に

より、誰にでも手に入れることが

でき、急速に身近に迫ってきてい

る。 

○薬物の乱用とは、医薬品を医療目的以

外に使用すること、又は医療目的にな

い薬物を不正に使用することをいう。 

○薬物乱用の現状について理解させる。 

(例) 文部科学省の実態調査から 

・高率とは言えないまでも青少年には

薬物乱用の経験者が存在する。 

・各薬物の乱用には強い関連性がみら

れること。 

・薬物が青少年にとって想像以上に身

近な存在である。一方、薬物乱用へ

の対応能力は十分とは言えない。 

○薬物の乱用は、精神が不安定になり、

依存症になることで家族や周囲の人々

に迷惑をかける。また、幻聴、幻覚な

どによって引き起こされる犯罪により

社会に様々な悪影響を与える。 

埼玉県警察 

ホームページ 

 

青少年の薬物防 

止を考える会 

ホームページ 

 

 

 

 

 

 

 

学校医・学校薬 

剤師・養護教諭 

教科(保健体育) 

との連携 

 

ま 

と 

め 

４ 薬物乱用の怖さを理解する。 

○「一度だけなら大丈夫、いつでも

やめられる」ということが間違い

であり、薬物は魔物であることを

理解する。 

○薬物乱用者の告白(手記)を読み、

薬物から身を守る必要性を知る。 

○薬物に関して学んだことを何人かに発

表させ、理解度を確認する。 

○規範意識は、薬物乱用においても、抑

止する重要な条件であることを認識さ

せる。 

○生徒一人一人に「薬物乱用は、絶対に

しない」という強い意志を持たせる。 

埼玉県警察 

ホームページ 
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５ 薬物の危険性２（危険ドラッグ） 

 

 

  

 

Ａ男は、大学生のＢ男から「ハイな気分になるハーブを買ったので、やってみよ

うぜ。」と誘われた。 

 Ａ男は、「覚せい剤や大麻などの違法な薬物を使うと捕まるから嫌だ。」と断った

が、Ｂ男は「大丈夫、ネットで販売しているハーブだから、犯罪にならないよ。」と

現物を見せて誘ってきた。 

 そのハーブは、インターネットで堂々と販売されていて、「合法」であると宣伝し

ていた。 

 Ａ男はＢ男からさらに勧められ「合法だから、使っても問題ないだろう。」と思い、

そのハーブを２人で試してみた。  

 Ａ男は、ハーブを使うと体が浮くような気がした。 

Ｂ男は突然呼吸が荒くなり、意識を失って倒れてしまった。 

 Ａ男が、慌てて救急車を手配し、病院で手当を受けたのでＢ男は事なきを得たが、

ハーブを使った時の記憶がなくなっていた。 

 警察官からは、「君達が使用した危険ドラッグは様々な法律で規制されている。法

で規制していないものでも、人体への悪影響は麻薬や覚せい剤以上と言われ、治療

法も確立していない非常に危険な薬物だ。」と注意を受けた。 
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第○学年○組              学 級 活 動 学 習 指 導 案 

○月○日（○）  第○校時 

指 導 者  ○ ○   ○ ○ 

１ 題材名 「薬物の危険性２（危険ドラッグ）」 

２ 本時のねらい 

 ・「危険ドラッグ」の危険性について理解させる。 

 ・薬物乱用防止のための法律について理解させる。 

 ・生徒一人一人ができる薬物乱用予防(対策)について考える。 

３ 展開 

段階 学習活動（主な発問と反応） 指 導 上 の 留 意 点 資料 

導 

 

入 

１ 「薬物乱用」についての質問に答

える。 

○薬物乱用とはどういうことか。 

○薬物を乱用するとどのようにな

るか。 

 

○薬と薬物の違いを明確にする。 

○薬物が人体に与える影響や薬物乱用の現

状について理解させる。 

○薬物乱用が原因となった過去の事件・事

故に触れ、個人だけではなく家庭・社会

にも影響を与えることを認識させる。 

 

 

 

新聞記事 

展 

 

開 

２ 「危険ドラッグ」について考える。 

○何が「危険ドラッグ」と呼ばれる

のか。 

○「危険ドラッグ」は、法律で罰せ

られないのか。 

３ 薬物乱用防止のためにどのよう

にしたらよいか考えさせる。 

以下のような高校生活に対する

影響について考えさせる。 

  ・学業への影響(成績不振となり

怠学になる) 

  ・身体への影響(呼吸器官の障害

となりスポーツなどに有害と

なる) 

○薬物は、誰がどのような方法で売

買しているのか問いかける。 

○具体的に法律名をあげて説明す

る。 

○３～４人のグループをつくり、考えさせ

て発表させる。 

○「危険ドラッグ」は、法律をすり抜ける

ために開発されたものであることを理解

させる。 

・麻薬や覚せい剤と同じような性質と危

険性を持ち、暴力団や不良外国人が関

与していることを認識させる。 

 ・どんな名目であろうと、人体への摂取

を目的としたときは取り締まりの対象

となることを認識させる。 

○薬物乱用は、法律で厳しく罰せられると

ともに、所持しているだけでも罪になる

ことを理解させる。 

・「覚せい剤取締法」「毒物及び劇物 

取締法」「薬事法」「麻薬取締法」、都 

道府県が設置する薬物の濫用の防止 

に関する条例といった法律で厳しく 

罰せられる。 

 ・「一度だけでも」「持っているだけで 

も」法律で厳しく罰せられる。 

埼玉県警察 

ホームページ 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

青少年の薬物

防止を考える

会 

ホームページ 

 

ま 

と 

め 

４ 薬物乱用の予防(対策)について、

できることを考える。 

○薬物乱用の誘いがあった場合は

どのようにするか。 

○薬物乱用の予防(対策)はどのよ

うにするか。 

 

○薬物に関して学んだことを何人かに発 

表させ、理解度を確認する。 

○生徒一人一人に以下のような強い意志 

を持たせる。 

・薬物乱用に対する正しい知識を持たせ、

使用や所持も犯罪であることを認識さ

せる。 

 ・「ＮＯ」と断る勇気を持たせる。 

 ・勉強や部活動等充実した学校生活の 

中に、本来の快感や満足感が得られ 

ることを認識させる。 
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６ ネットトラブル１（誹謗中傷） 

 

  

 

Ａ子は、あるタレントのファンクラブに入会して、このファンクラブの会合で仲良

くなったＢ子とメル友になった。 

 Ａ子とＢ子は、頻繁にＳＮＳでやりとりしたり、ファンクラブの掲示板にお互いに

書き込みをして、意見交換をしていた。 

 ある日、Ａ子が掲示板に書き込んだタレントのコンサートの評価に対して、Ｂ子が

猛烈に批判をし、掲示板ではＡ子派とＢ子派に別れて大論争に発展した。 

 お互いに、思いつく限りの悪口を書き込み、相手を誹謗中傷するだけになってしま

った。 

 この件を契機にＡ子は、Ｂ子と一切の連絡を取らなくなったが、しばらくするとＡ

子の携帯電話に卑猥な内容の電話が架かってくるようになったほか、Ａ子が使用して

いるＳＮＳにも知らない相手から卑猥な内容や誹謗中傷する書き込みがされるように

なった。 

 Ａ子が悩んでいたところ、あるサイトの掲示板に自分の電話番号やＳＮＳのリンク

などの個人情報が書き込まれていることを知った。 

 Ｂ子の仕業と考えたＡ子は、仕返しに、別のサイトの掲示板にＢ子の個人情報を書

き込んだ。 

 しかし、以前にも増してＡ子には、卑猥な内容や脅迫メールが届くようになってし

まった。 
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第○学年○組              学 級 活 動 学 習 指 導 案 

○月○日（○）  第○校時 

指 導 者  ○ ○   ○ ○ 

１ 題材名 「ネットトラブル１（誹謗中傷）」 

２ 本時のねらい 

 ・インターネットにおける電子掲示板の特性を理解する。 

 ・インターネット活用のルールとマナーを正しく理解する。 

 ・トラブルに巻き込まれたときの対処方法について学ぶ。 

３ 展開 

段階 学習活動（主な発問と反応） 指 導 上 の 留 意 点 資料 

導 

 

入 

 

○インターネット活用に関する事前

アンケートに答える。 

 

 

○指導事例「ネットトラブル」を読む。 

 

 

○事前アンケートを通して、ネット社会

が身近な存在であることに気づかせ

る。 

 

○事例を読ませた後に、問題点を挙げさ

せる。 

 

 

事前アンケート 

 

 

 

事例「ネットト 

ラブル１（誹謗 

中傷）」 

展 

 

開 

 

○インターネットの特性について考

える。 

 

 

○掲示板に書き込むときに、気をつけ

なければいけないことを考える。  

  

 

 

 

 

○個人情報について考える。 

 

・個人情報とは？ 

  

・個人情報の重要性？ 

○実際にトラブルに巻き込まれた体  

 験発表。  

 

○広範囲を対象としてコミュニケーショ

ンがとれる反面、匿名での情報発信が

簡単にできることを説明する。 

 

○注意深くことばを選んで、相手を傷つ

けないようにする。  

○ネット上では、相互理解しづらいこと

を理解させる。 

○脅迫罪や名誉毀損罪、侮辱罪になるこ

ともあることを説明する。 

 

○個人情報を守る具体的な方法を理解す

る。 

○他者の個人情報も尊重し保護する態度

を育てる。 

 

 

 

 

 

 

刑法 

・第222条 

 脅迫 

・第230条 

 名誉毀損 

・第231条 

 侮辱 

ま 

と 

め 

 

○ネットトラブルについて考える。 

  

・巻き込まれそうになったとき 

  

・巻き込まれたとき 

 

○インターネット活用のルールやマナー

について再確認する。 

○書き込みを止めて、時間を置く。 

 

○エスカレートする前に、警察や国民生

活センター等の相談機関に相談する。 

 

 

 

総務省 

ホームページ 
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アンケート（案） 

 

 

 

事 前 ア ン ケ ー ト 

 

 

１ インターネットのメリット・デメリットは何ですか。 

 

 

 

 

 

 

２ ＳＮＳ、掲示板等で嫌な思いをしたことがありますか。 

 

 

 

 

 

 

３ 身に覚えのない相手とネットでトラブルになったことがありますか。 

 

 

 

 

 

 

４ トラブルに巻き込まれそうになったときや巻き込まれたとき、どうすればいいですか。 

 

 

 

 

 

 

５ インターネットを利用する際、気をつけなければならないことは何ですか。 
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７ ネットトラブル２（情報モラル） 

 

  

 

 Ａ男は、ソーシャルネットワークサービス（以下「ＳＮＳ」と記載）を利用してお

り、旅行に行ったり、友達と遊んだりしている様子を撮影し、頻繁にネット上に掲載

していた。 

 また、Ａ男は自分の名前や年齢、学校名やクラス等もＳＮＳ上に掲載しており、頻

繁にクラスメイトや部活の仲間と写真やメッセージのやり取りをしていた。 

 Ａ男が利用しているＳＮＳは、自分の書き込みに対してどれくらいの人が「良い」

と評価してくれたのか表示されるもので、Ａ男はその数を伸ばすことに快感を感じて

いた。 

 ある日、Ａ男は友達と一緒にファミリーレストランに行った際、「これは面白いぞ。」

と考えてテーブル上に置かれていた醤油差の先端を鼻の穴に押し付け、友達にその様

子を撮影させてＳＮＳ上にアップした。 

 Ａ男は、クラスメイト等から「面白いね。」と言われることや、ＳＮＳ上で「良い」

評価が上がることを期待していたが、ネット上では「汚いことをするな。」等と多くの

人から痛烈に非難され、いわゆる「炎上」の状態となってしまった。 

 また、Ａ男が過去に氏名や学校名等を掲載していたことから、その情報を多くのサ

イトに掲載されてしまい、学校には多数の苦情メールや苦情電話が寄せられた。 

更には、Ａ男が写真撮影したファミリーレストランから、「店の評判を著しく悪くさ

せ、営業利益が大幅に落ちた」という理由で多額の損害賠償を請求されてしまった。 
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第○学年○組              学 級 活 動 学 習 指 導 案 

○月○日（○）  第○校時 

指 導 者  ○ ○   ○ ○ 

１ 題材名 「ネットトラブル２（情報モラル）」 

２ 本時のねらい 

 ・ソーシャル・ネットワーキング・サービス（以下「ＳＮＳ」と記載）の特性、電子掲示板の特性を理解する。 

 ・個人情報保護の重要性を理解する。 

 ・インターネット活用のルールとマナーを正しく理解する。 

 

３ 展開 

段階 学習活動（主な発問と反応） 指 導 上 の 留 意 点 資料 

導 

 

入 

○インターネット活用に関する事前

アンケートに答える。 

 

 

○指導事例「ネットトラブル２（情報

モラル）」を読む。 

 

○事前アンケートを通して、ネット社会

が身近な存在であることに気づかせ

る。 

 

○事例を読ませた後に、問題点を挙げさ

せる。 

 

事前アンケート 

 

 

 

事例「ネットト

ラブル２（情報

モラル）」 

 

展 

 

開 

○ＳＮＳの特性について考える。 

 

 

 

 

○ＳＮＳに書き込むときに、気を付け

なければいけないことを考える。  

  

 

 

 

 

 

 

 

○個人情報について考える。 

 

・個人情報とは？ 

・個人情報の重要性？ 

○TwitterやFacebookは、たとえ友達と

の間だけで楽しむ目的であっても、ネ

ット上に公開されており、世界中の人

が閲覧できることを説明する。 

 

○ＳＮＳに掲載した画像や個人情報が一

度でもネット上に拡散されてしまった

場合、全てを回収・削除することはほ

ぼ不可能であることを理解させる。 

○内容によっては、犯罪行為（脅迫、名

誉毀損、侮辱、業務妨害等）になった

り、関係者から損害賠償請求をされる

おそれがあることを説明する。 

 

○個人情報を守る具体的な方法を理解す

る。 

○他者の個人情報も尊重し保護する態度

を育てる。 

 

 

 

 

 

 

刑法 

・第222条 

 脅迫 

・第230条 

 名誉毀損 

・第231条 

 侮辱 

・第233条 

 業務妨害 

・第234条 

 威力業務妨害 

ま 

と 

め 

○情報モラルついて考える。 

  

・画面の向こうには人がいる。 

・書き込み等をする場合には、その

内容をよく吟味する。 

○インターネット活用のルールやマナー

について再確認する。 

○不適切な書き込み等をしてしまった場

合は、直ちに削除するよう教示する。 

総務省 

ホームページ 
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アンケート（案） 

 

 

 

事 前 ア ン ケ ー ト 

 

 

１ インターネットのメリット・デメリットは何ですか。 

 

 

 

 

 

 

２ 不適切な書き込みや写真が問題となった事例を知っていますか。 

知っていれば、どんな事例でしたか。 

 

 

 

 

 

 

３ ソーシャル・ネットワーキング・サービス（ＳＮＳ）や掲示板で嫌な思いをしたことがありますか。 

 

 

 

 

 

 

４ ＳＮＳの利用にはどんな危険があると思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

５ インターネットを利用する際、気をつけなければならないことは何ですか。 

 

 



- 66 - 

 

４ 参考資料一覧 

（小学校） 

事例１ 飲酒とタバコ 

   ・ 飲酒の危険性 

     公益社団法人アルコール健康医学協会ホームページ 

     http://www.arukenkyo.or.jp/health/minority/ 

 

   ・ 喫煙の危険性 

     埼玉県ホームページ （サイト内検索）「喫煙対策等について」 

     http://www.pref.saitama.lg.jp/ 

 

事例２ 危険な遊び 

    平成１７年４月９日発生 鹿児島県防空壕事故 

 

事例５・６ いじめ 

    埼玉県ホームページ （サイト内検索）「いじめ対応ハンドブック」→「彩の 

               国生徒指導ハンドブック New I’s」をクリック 

    http://www.pref.saitama.lg.jp/ 

 

事例７・８ 携帯電話の使い方 

    総務省ホームページ （サイト内検索）「インターネットトラブル事例集」 

    http://www.soumu.go.jp/ 

    

 一般社団法人 日本オンラインゲーム協会ホームページ 

「子どものスマートフォン課金トラブルを防ぎましょう」 

    http://www.japanonlinegame.org/ 

    

    ＤＶＤ「その『つながり』大丈夫？」 

    埼玉県ホームページ（サイト内検索）「その『つながり』大丈夫？」 

    http://www.pref.saitama.lg.jp/ 

 

（中学校） 

事例１ 飲酒の危険性 

公益社団法人アルコール健康医学協会ホームページ 

    http://www.arukenkyo.or.jp/health/minority/ 

 

事例２ 深夜はいかいの危険性 

    埼玉県ホームページ （サイト内検索）「深夜徘徊ストップ運動の手引」 

http://www.arukenkyo.or.jp/health/minority/
http://www.pref.saitama.lg.jp/
http://www.pref.saitama.lg.jp/
http://www.soumu.go.jp/
http://www.japanonlinegame.org/
http://www.pref.saitama.lg.jp/
http://www.arukenkyo.or.jp/health/minority/
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    http://www.pref.saitama.lg.jp/ 

   

 埼玉県警察ホームページ （サイト内検索）少年非行白書 

    http://www.police.pref.saitama.lg.jp/kenkei/ 

 

事例３ いじめ（犯罪行為） 

    埼玉県ホームページ （サイト内検索）「いじめ対応ハンドブック」→「彩の 

               国生徒指導ハンドブック New I’s」をクリック 

    http://www.pref.saitama.lg.jp/ 

 

 刑法第 249 条・・・恐喝 

           脅迫又は暴行を用いて相手を脅し、財物を交付させること 

  刑法第 223 条・・・強要 

                脅迫又は暴行を用いて、人に義務のないことを行わせ、又 

           は権利の行使を妨害すること 

    

事例４ 自転車どろぼう 

    埼玉県警察ホームページ 

 （サイト内検索）「街頭犯罪・侵入犯罪情報」「少年非行白書」 

    http://www.police.pref.saitama.lg.jp/kenkei/ 

 

事例５ 万引き 

    刑法第 235 条・・・窃盗 

             他人の財物を窃取すること 

 刑法第 238 条・・・事後強盗 

           盗品が取り返されることを防ぎ、逮捕を免れ、又は罪跡を

隠滅するために、暴行又は脅迫をすること 

  刑法第 240 条・・・強盗致傷 

    （前段）    強盗の機会に人を負傷させること 

 

事例６ 盗品の買い取り 

    刑法第 256 条・・・盗品譲受け等 

             盗品その他財産に対する罪に当たる行為によって領得さ 

れた物を無償譲受け、運搬、保管、有償譲受け、有償の処 

分のあっせんをすること 

               

事例７ 「出会い系サイト」の危険性 

    警察庁ホームページ（サイト内）「生活安全局 サイバー犯罪対策」のページ 

    http://www.npa.go.jp/    

http://www.pref.saitama.lg.jp/
http://www.police.pref.saitama.lg.jp/kenkei/
http://www.pref.saitama.lg.jp/
http://www.police.pref.saitama.lg.jp/kenkei/
http://www.npa.go.jp/
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（高等学校） 

事例１ 飲酒の危険性 

公益社団法人アルコール健康医学協会ホームページ 

    http://www.arukenkyo.or.jp/health/minority/ 

     

刑法第 95 条・・・公務執行妨害  

公務員が職務を執行するに当たり、これに対して暴行又は

脅迫を加えること 

    刑法第 130 条・・・住居侵入等 

                         正当な理由がないのに、人の住居若しくは人の看取する邸

宅、建造物若しくは艦船に侵入すること、又は要求を受け

たにもかかわらずこれらの場所から退去しないこと 

    刑法第 261 条・・・器物損壊 

             他人の物を損壊し、又は傷害すること 

 

事例３ 街頭犯罪 

    埼玉県警察ホームページ 

（サイト内検索）「街頭犯罪・侵入犯罪情報」「少年非行白書」 

    http://www.police.pref.saitama.lg.jp/kenkei/ 

     

 

事例４・５ 薬物の危険性 

    埼玉県警察ホームページ（サイト内検索）「薬物犯罪」 

    http://www.police.pref.saitama.lg.jp/kenkei/ 

     

    青少年の薬物防止を考える会ホームページ（小森法律事務所） 

    http://www2u.biglobe.ne.jp/~skomori/ 

   ※ 転載する場合は、上記サイト管理者にメールで一報してください。 

事例６・７ ネットトラブル 

    総務省ホームページ（サイト内検索）「インターネットトラブル事例集」 

    http://www.soumu.go.jp/ 

 

    刑法第 222 条・・・脅迫 

             生命、身体、自由、名誉又は財産に対し害を加える旨を告 

知して人を脅迫すること 

    刑法第 230 条・・・名誉毀損 

             公然と事実を適示し、人の名誉を毀損すること 

http://www.arukenkyo.or.jp/health/minority/
http://www.police.pref.saitama.lg.jp/kenkei/
http://www.police.pref.saitama.lg.jp/kenkei/
http://www2u.biglobe.ne.jp/~skomori/
http://www.soumu.go.jp/
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    刑法第 231 条・・・侮辱 

             事実を適示しなくても、公然と人を侮辱すること 

 

    刑法第 233 条・・・業務妨害 

             虚偽の風説を流布し、又は偽計を用いて人の業務を妨害す 

ること 

    刑法第 234 条・・・威力業務妨害 

             威力を用いて人の業務を妨害すること 

 

（その他） 

非行防止教室等プログラム事例集 

    文部科学省ホームページ（サイト内検索）「非行防止教室等プログラム事例集」 

    http://www.mext.go.jp/ 

     

 

 

http://www.mext.go.jp/
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Ⅲ 非行・問題行動の指導対象例 

はじめに 

近年、県内における刑法犯少年の検挙・補導件数は減少し続けているものの、検挙・

補導人員のうち小・中学生の占める割合は依然として高く、非行の低年齢化が深刻な問

題となっている。 

また、過去に罪を犯した少年が再度罪を犯す、いわゆる「犯罪少年の再犯者率」が平

成２１年度以降増加傾向にあり、平成２５年中における県内の犯罪少年の再犯者率は過

去１０年で最も高くなった。 

 さらに、携帯電話、スマートフォンの普及により、児童買春を誘発するような書き込

みを掲載しているサイトやソーシャル・ネットワーキング・サービス（ＳＮＳ）、違法

な薬物の販売、興味本位に自殺や犯罪情報を掲載するサイトを、少年たちが容易に閲覧

できるようになっただけではなく、不適切な書き込みや画像をネット上に掲載すること

ができるなど、少年を取り巻く環境は危険な状況にある。本県でも生徒が被害者となっ

た児童買春事件や、インターネット関連のトラブルが多発している。 

   このように少年を取り巻く環境が厳しい中で、児童生徒の非行・問題行動の予防・解

決には、警察などの関係機関との連携を図り、地域ぐるみで子供を育てる機運を醸成し、

様々な人材が教育現場に参加して協力していくことが必要であり、保護者や地域参加型

の非行防止教室などの開催や、一人一人に応じた具体的な生徒指導の充実を図ることが

求められている。 

   また、児童生徒の非行・問題行動やその原因は多様化しており、その問題解決のため

には、児童生徒の発達段階と実状を踏まえて、個々の教員が非行・問題行動の知識と生

徒指導上の力量を高めるとともに、教員間での問題意識を共有し、教育現場が一枚岩と

なった組織的な生徒指導に取り組むことが大切である。 
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１ 喫 煙    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (1) 指導内容 

    ア 法律で禁止されている行為であること。 

    イ 喫煙のもたらす様々な影響（健康被害・火災等）。 

    ウ 誘惑されても断る方法・技術を知って実践できる力。 

    エ 友人の喫煙を制止できる力。 

  オ 未成年者の喫煙は非行への入り口であること。 

  カ 未成年者の喫煙に法定罰はないが、保護者等は喫煙を制止する義務があるこ

と。 

  キ 電子タバコの中には健康を害する物質が入っているものがあるなど、健康被害

の虞があるため未成年者には使用させない。 

 

 (2) 関係法令 

  ・ 未成年者喫煙禁止法 

       第１条    20 歳未満の者は喫煙を禁ずる 

    第３条    保護者等は、喫煙を制止しなければならない 

    第５条     喫煙することを知りながら販売してはならない 

・ 埼玉県青少年健全育成条例第 20 条６号 

  何人も、青少年（18 歳未満の者）に対して喫煙場所の提供又は周旋してはなら  

 ない 

 

     ※  未成年者の喫煙行為は、未成年者喫煙禁止法によって禁止されており、その     

行為は違法とされているが罰則の適用はない。 

         したがって、可罰の対象とならないが、その者が喫煙のために所持するタバ     

コとその器具類は、説得して少年自身に廃棄させるか、保護者に渡す。 

 

 

 

 

 

 

 

【事例】 

  ○  中学２年生のＡ男とＢ男は、授業を抜け出し学校の体育館裏

で喫煙していた。 

  ○  ＰＴＡ等とともに中学校区内のパトロール活動を行っていた

ら、公園で生徒が数人で喫煙していた。 

 



 

- 72 - 

 

２  飲酒 

 

     

 

 

 

 

 

 

  (1) 指導内容 

    ア 法律で禁止されている行為であること。 

    イ 飲酒のもたらす様々な影響（健康被害・事故・犯罪）。 

    ウ 誘惑されても断る方法・技術を知って実践できる力。 

    エ 友人の飲酒を制止できる力。 

  オ 未成年者の飲酒は非行への入り口であること。 

  カ 飲酒による騒ぎ等で近隣に迷惑をかけてしまうこと。 

  キ 未成年者の飲酒には法定罰はないが、保護者等は飲酒を制止する義務があるこ

と。 

  ク ノンアルコール商品は、本物のお酒に非常に近い味になっているため、未成年 

   が興味を持ち飲酒のきっかけになる危険性があること。 

 

  (2) 関係法令 

  ・ 未成年者飲酒禁止法 

    第１条１項  20 歳未満の者は飲酒を禁ずる 

     同条２項 保護者等は飲酒を制止しなければならない 

     同条３項 飲酒することを知りながら販売してはならない 

  ・ 埼玉県青少年健全育成条例第 20 条６号 

    何人も、青少年（18 歳未満の者）に対して飲酒場所の提供又は周旋してはな 

   らない 

    

  ※  未成年者の飲酒行為は、未成年者飲酒禁止法によって禁止されており、20 歳 

   未満者の飲酒行為は違法とされているが、罰則の適用はない。   

        したがって、可罰の対象とならないが、その者が飲酒のために所持する酒類 

   は、説得して少年自身に廃棄させるか、保護者に渡す。 

 

 

                          

 

 

【事例】 

  ○  高校生のＡ男、Ｂ男、Ｃ子、Ｄ子は、Ａ男の自宅で缶チューハイ（ア 

ルコール含有）を大量に飲酒し、Ｃ子はその影響で倒れてしまい救急 

車で病院に運ばれた。 

  ○  高校の文化祭が終わり、打ち上げと称して複数の生徒で飲酒した。 
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３  怠 学 

 

 

 

 

 

(1) 指導内容 

  ア 規則正しい学校生活は、社会生活の基本であること。 

  イ 怠学は、警察の補導対象であること。 

  ウ 理由なく学校を欠席することで、学校に登校しにくくなり、学校生活でしか作   

れない人間関係が構築できないこと。 

  エ 怠学は、自分を律することができないことの現れであり、非行の入り口である   

こと。 

  オ 保護者には義務教育を受けさせる義務があること。 

 

  (2) 関係法令 

  ・ 学校教育法第 16 条（普通教育の義務) 

        保護者等は、子に９年の普通教育を受けさせる義務を負う 

 

４  深夜はいかい 

 

 

 

 

 

  (1) 指導内容 

    ア 埼玉県青少年健全育成条例の内容、保護者の務めなど。 

    イ 深夜はいかいは、警察の補導対象であること。 

    ウ 夜中に外出しないことの周知。 

  エ 深夜に犯罪が多発していることから、被害に遭う危険性が高いこと。 

    オ 非行への入り口である（家出につながる）こと。 

  カ ナンパ、スカウト、ホストクラブの客引き等と知り合い、家出、借金、風俗店   

勤務、性非行へと発展するおそれがあること。 

  キ 暴力団や暴走族、ギャング等の不良グループから加入を強要されるおそれがあ

ること。 

  

 (2) 関係法令 

  ・ 埼玉県青少年健全育成条例第 21 条１項（深夜に外出させる行為の制限） 

     保護者は、深夜（午後 11 時から翌日の午前４時までの間をいう）に青少年を 

   外出させないように努めなければならない 

【事例】 

  ○  Ａ男とＢ男は授業をさぼり、駅前の繁華街をうろついている時、

警察の少年補導員に補導された。 

【事例】 

  ○ Ａ男とＢ男は、深夜の午前１時ころ、駅前の繁華街をはいかい

していたところを警察官に補導された。 
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５  無断外泊 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

  (1) 指導内容 

    ア 埼玉県青少年健全育成条例の内容、保護者の努めなど。 

    イ 無断外泊は、警察の補導対象であること。 

    ウ 頻繁に無断外泊を繰り返すと補導され、ぐ犯少年として施設に収容されること

があること。 

    エ 女子児童生徒が、無断外泊で性被害等に遭うことが多いこと。 

  オ 非行への入り口であること（家出につながる）。 

  カ 保護者から行方不明者届が出された場合、警察の保護対象になる 

   こと。 

   ※ 無断外泊の理由に児童虐待の可能性もあることから、表情、健康状態、家

庭環境を鑑み、児童相談所等への通報にも留意すること。 

 

  (2) 関係法令 

  ・ 埼玉県青少年健全育成条例第 19 条１項（淫らな性行為等の禁止） 

    青少年に対してみだらな性行為又はわいせつな行為をしてはならない。 

  ・ 埼玉県青少年健全育成条例第 21 条２項（深夜に外出させる行為の制限） 

        保護者以外の者は、保護者の委託を受けず、又は承諾を得ないで、深夜に青     

   少年を外出させてはならない 

    ・  少年法第３条１項３号（ぐ犯少年の規定） 

        保護者の正当な監督に服さない性癖のあることなど 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事例】 

○ ナンパされた男性宅に無断外泊や不純異性交遊を繰り返していた 

女子生徒が「ぐ犯少年」として家庭裁判所に送致された。 

    男は、埼玉県青少年健全育成条例（みだらな性行為等の禁止）違

反で逮捕された。 



 

- 75 - 

 

６  家 出  

 

 

 

 

 

 

 

              

  

 

 (1) 指導内容 

    ア 正当な理由がなく家庭に戻らないことは少年法に規定される少年審判の対象

になる行為であること。 

  イ 家出を繰り返し、将来、罪を犯し、或いは刑罰法令に触れる行為をするおそれ

がある少年は、ぐ犯少年として施設収容もあること。 

  ウ 家出中と知りながら言葉巧みに近づく人間には、性の対象や、風俗店等で働か

せようとする者が多く、家出中に、性犯罪や薬物乱用等の被害に遭うケースが多

いこと。 

    エ 家出中の少年をターゲットにした風俗営業者や職業斡旋業などの違法業者等

の存在。 

    オ 夜中に犯罪が多発していること。 

 

  ※ 無断外泊の理由に児童虐待の可能性もあることから、表情、健康状態、家庭

環境を鑑み、児童相談所等への通報にも留意する。 

 

  (2) 関係法令 

    ・ 少年法第３条１項３号（ぐ犯少年の規定） 

       正当な理由がなく家庭に寄り附かないことなど 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事例】 

  ○ 長期に渡り家出をしていた女子生徒が警察官に発見保護された。 

 ○ 家出中知り合った暴力団員に性交を要求されたうえ、覚せい剤を 

勧められた。 

   女子生徒は、暴力団員とともに覚せい剤取締法違反で逮捕された。 
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７  不健全娯楽 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (1) 指導内容 

    ア 不健全娯楽とは、テレクラ・風俗営業・ブルセラショップ、公営競技場等への

立ち入り、有害図書・有害玩具の所持及び賭博等の行為をすることであり、その

他にも青少年の健全育成を害するもの。 

    イ 娯楽施設等への立ち入り制限 

○ ゲームセンター（16 歳未満の者は午後６時以降、18 歳未満の者は午後 10

時以降の立ち入り禁止） 

      ○ カラオケボックス（午後 11 時～翌午前４時までの間の立ち入り禁止） 

   ○ パチンコ店（18 歳未満の者の立ち入り禁止） 

  ウ 不健全娯楽は、暴力団との関係がある場合が多く、このような娯楽を通して健   

全な人間関係を作ることは難しいこと。 

  エ テレクラ、性風俗営業、有害図書等は歪んだ異性観を持たせ、ブルセラは性を   

商品化するものであること。 

    オ 不健全娯楽は、少年の金銭感覚、性意識を歪めるものであること。 

  カ 賭博行為は金銭感覚を歪ませ、勤労意識を失わせること。 

    キ 不健全娯楽は、警察の補導対象であること。 

    ク 健全な娯楽を楽しみ、ストレスを解消する方法を教える。 

  

 (2) 関係法令 

  ・ 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律 

    パチンコ屋・ラブホテル・アダルトショップ・ソープランド等への出入りの禁 

   止（ゲームセンターでは 16 歳未満の者は午後６時以降、18 歳未満の者は午後 10 

   時以降の立ち入りが禁止。） 

  ・ 埼玉県青少年健全育成条例第 21 条の２ 

    カラオケボックス等の深夜入場の禁止（午後 11 時～翌午前４時までの間） 

 

 

 

 

 

 

 

【事例】 

  ○ 午後８時にゲームセンターでゲームをしていた中学生Ａ男が補

導された。 

 ○ パチンコをしていた高校生Ｂ男が補導された。 



 

- 77 - 

 

８  刃物所持 

 

 

 

 

 

 

 

  (1) 指導内容 

  ア 正当な理由なく刃物を持ち歩くことは、犯罪であること。 

  イ 護身用に凶器を持ち歩くことは法律で許されていないこと。 

  ウ  刃物だけでなく、千枚通し等の尖った物、ドライバー等の工具も持ち歩いてい   

ると犯罪になる場合もあること。 

  エ 鉄パイプ、木刀、バット等もケンカに使うための目的で持ち歩いていれば、犯

罪になること。 

  オ 刃物等の凶器を使用して暴力行為を行えば、怪我人がでることは免れないこ

と。 

    怪我をさせればその補償、壊した物は弁償しなければならず、大金を支払った   

り、一生賠償を続けなければならないケースもあること。 

 

  (2) 関係法令 

  ・ 銃砲刀剣類所持等取締法第 22 条(刃物の携帯禁止) 

    正当な理由なく刃体の長さが６㎝を越える刃物を携帯してはいけない 

   ※ 内閣府の定めにより８㎝以下のはさみ等で許されるものがある。 

   ・ 軽犯罪法第１条２号 

    正当な理由なく、人の生命を害し、又は人の身体に重大な害を加えるのに使用 

   されるような器具を隠して携帯してはならない 

    （例 アイスピック、木刀、ゴルフクラブ、特殊警棒） 

・ 凶器準備集合（刑法第 208 条の３）  

  他人の生命、身体及び財産に害を与える目的で凶器を準備して又はその準備が 

 あることを知って集合すること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事例】 

  ○ ケンカに使うためにナイフを持っていた中学生Ａ男が補導された。 
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９ 粗暴行為 

 

 

 

 

 

 

 

  (1) 指導内容 

  ア 暴行、脅迫、器物損壊等に発展するおそれのある行為であること。 

  イ 脅迫程度ではないが、すごむ、罵声を浴びせる等の行為であること。 

  ウ 粗暴行為の積み重ねが、重大な犯罪につながること。 

  エ 警察の補導対象であること。 

  オ 粗暴な行為で人々を不安、迷惑な気分にさせることは許されないこと。 

   

  (2) 関係法令 

    ・  軽犯罪法第１条５号 

    ・  埼玉県迷惑行為防止条例第２条 1項 

      公共の場所で粗野又は乱暴な言動で迷惑をかけてはならない 

 

10  金品不正要求 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

  (1) 指導内容 

  ア 暴力や脅迫をしなくても金品を要求することは許されないこと。 

  イ お金を貰うだけでなく、借りることも不正要求であること。 

  ウ 生徒間のお金の貸し借りはやめること。 

  エ 小遣いの範囲内で遊ぶこと。 

  オ 暴力、脅しを使わず金品要求しても、不良グループに属していたり、普段の生   

活態度から恐喝罪となる場合もあること。 

 

  (2) 関係法令 

   恐喝（刑法第 249 条） 人を脅して金品をとること 

【事例】 

 ○ 駅前の歩道を駐輪場代わりにしていたことを注意されたＡ男は、

「うるせぇ、俺だけじゃないだろ」と大声をあげ、注意した市の職

員の前に立ち塞がり、しつこく「他の奴も注意しろよ。」と怒鳴り

つけた。 

【事例】 

 ○ カラーギャングと付き合いのあるＡ男は、ゲームセンターで１学年

下のＢ男を見つけ、「ちょっと金を貸してくれよ。」と遊ぶ金を借り

ようとした。 

   Ｂ男は、断ったが、Ａ男は「いいだろ、返すから。俺にそんな態度

とる気なの」としつこく迫った。 
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11 暴力行為・いじめ 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 指導内容 

    ア 身体に対する暴力はもとより、器物損壊についても暴力行為であるこ   

と。 

    イ いじめは、暴行、傷害、脅迫、強要、名誉毀損、侮辱等の犯罪に該当すること

もあり得ること。 

    ウ 暴力行為は、重大な犯罪として逮捕される可能性が高いこと。 

    エ 自分では嫌と感じないことでも、された相手が嫌と感じることをやってはいけ   

ないこと。 

  オ やった方はいじめではなく遊びと考えていても、された相手が嫌だと感じた

ら、それはいじめであること。 

  カ 自分がいじめられたらどう感じるか、家族や大事な友達がいじめられたらどう

感じるかを考えさせること。 

  

  (2) 関係法令 

  ・ 暴行（刑法第 208 条）      傷害に至らない暴力行為 

  ・ 傷害（刑法第 204 条）      怪我を負わせる暴力行為 

  ・ 脅迫（刑法第 222 条）      害を与える旨の告知 

  ・ 強要（刑法第 223 条）      脅迫又は暴行で従わせる 

・ 名誉毀損（刑法第 230 条）    公然と人の名誉を傷つけること 

・ 侮辱（刑法第 231 条）      公然と人を侮辱すること 

  ・ 器物損壊（刑法第 261 条）    他人の物を壊す  

  ・ 暴力行為等処罰に関する法律   集団での暴行、凶器を使用した脅迫等     

  ・ いじめ防止対策推進法（第４条） いじめの禁止 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事例】 

 ○ 嫌がる相手を複数で押さえ付けてプロレス技をかけた。 

 ○ インターネット上の掲示板やＳＮＳに、「キモイ」「ウザい」な

どと書き込んだ。 

○ Ａ男の机の上に花瓶を置き、クラスで「葬式ごっこ」をした。 
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12 金品持ち出し 

 

 

 

 

 

 

  (1) 指導内容 

    ア 家の金品を黙って持ち出すことから、人の物を盗むことが始まること。 

    イ 欲しい物を我慢することは、大切であること。 

  ウ 多額のお金を持つと恐喝、たかりなどの被害に遭うことが多いこと。 

  エ 子供の持ち物に対する保護者の注意の喚起。 

   

  (2) 関係法令 

  ・  窃盗（刑法第 235 条） 他人の財物を盗むこと 

  ・ 親族間の犯罪に関する特例（刑法第 244 条） 

      直系血族間における窃盗については、その刑を免除する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事例】 

 ○ 小学２年生のＡ男は、母親の財布から５００円硬貨１個を抜き取

り、近所の本屋で漫画本を買った。 
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13 窃盗等     

 

 

 

 

 

 

 

 

  (1) 指導内容 

    ア 万引きは窃盗であり、「10 年以下の懲役又は 50 万円以下の罰金」という罰を

受ける犯罪であること。 

    イ 仲間が万引きする時見張りをすれば、共犯として犯人になること。 

  ウ 万引きをして捕まった後、お金を支払っても罪は消えないこと。 

  エ 万引き等の初発型非行時に適切な指導を行うことが、再非行の防止に重要であ

ること。 

  オ 被害品であることを知りながら、貰う、買う、保管する、運ぶ、処分の斡旋を   

する行為は犯罪であること。 

    カ ひったくりは、弱者を狙った凶悪犯罪であること。 

        被害者が怪我をして、強盗致傷（無期又は６年以上の懲役刑）になったケース 

も多いこと。 

    ※ 併せて、防犯指導も行う。 

  

  (2) 関係法令 

    ・ 窃盗（刑法第 235 条） 他人の財物を盗むこと 

   ・ 盗品等に関する罪（刑法第 256 条） 

    窃盗等の被害品を無償で譲り受け、運搬、保管、有償で譲り受け、有償処分の 

   あっせんをすること 

 

  (3) 窃盗の種別 

    ・ 万引き・・・・・・・・店員等の隙をみて商品等を盗むこと 

  ・ 自動販売機ねらい・・・自動販売機の金品を盗むこと 

  ・ 車上ねらい・・・・・・車、自転車の積荷を盗むこと 

  ・ 自転車盗・・・・・・・自転車を盗むこと 

  ・ オートバイ盗・・・・・オートバイを盗むこと 

  ・ ひったくり・・・・・・携帯している金品をひったくって盗むこと 

 

 

 

 

 

【事例】 

 ○ 小学生Ａ男は、同級生Ｂ男に見張りをさせ、漫画本を万引きした

が、見張り役のＢ男も万引きをしたとして児童通告された。 

 ○ 高校生Ｃ男は、Ｄ男が盗んだバイクであることを知りながら、そ

のバイクを譲り受け、そのバイクに乗って高齢者のバックをひった

くった。 

 



 

- 82 - 

 

14 占有離脱物横領 

 

 

 

 

 

 

 

  (1) 指導内容 

    ア 誰も乗り手のいない汚い自転車でも勝手に乗ることは犯罪であること。 

    イ 落ちている物を拾った時は、警察署、交番又は落とした人に届けること。 

  ウ 盗まれた物や落ちている物を拾って自分の物にすることは、犯罪であること。

また、本来の持ち主に戻らなくなってしまうこと。 

  エ 物には値段以外に思い出などの価値があること。 

     

(2) 関係法令 

    ・ 遺失物等横領（刑法第 254 条）  

    占有を離れた他人の物を横領すること 

 

15 性的いたずら 

 

 

 

 

 

 

 

  (1) 指導内容 

  ア 性的不安をおぼえさせる行為であること。 

  イ 相手に不安をおぼえさせる体への接触も性的いたずらであること。 

    ウ 体に触れる目的等でつきまとうことも性的いたずらであること。 

    エ 軽犯罪法等の法令に触れる場合があること。 

  オ 女性に性的不安を与える行為は絶対に許されないこと。 

  カ 相手の気持ちを考えない異性への興味が性犯罪につながること。 

   ※ 性教育と連動させる。 

  

(2) 関係法令 

   ・ 軽犯罪法第１条 28 号 

   ・ 埼玉県迷惑行為防止条例第１０条第１項 

    不安又は迷惑を覚えさせる仕方でつきまとうこと等の禁止 

【事例】 

 ○ Ａ男は、駅前の駐輪場に錠が壊れた状態でおいてあった自転車に乗

って帰宅途中、警察官に職務質問され、「捨てられていたから乗った

だけだ。」と答えたが捕まった。 

【事例】 

 ○ Ａ男とＢ男は、通行中の女子高生に卑猥な言葉をかけてつきまと

い、さらにスカートの中を覗こうとした。 
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16 性犯罪 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

  (1) 指導の内容 

    ア 覗きや盗撮も犯罪であること。 

  イ 他人の人格を無視して、自己の欲望を満たすことは、人間として許される行為   

ではないこと。 

    ウ 不特定多数との性行為は、性病等にかかるおそれがあること。 

    エ 被害防止の観点から、自己防衛の方法。 

    オ 被害者の二次被害、ＰＴＳＤについての知識。 

      性犯罪被害者は、深い心の傷を負い、犯人は一生許されることはないこと。 

  カ 服装、外出時間等に関する防犯指導。 

 

   ※ 携帯電話のカメラについても指導。 

     スカート内の盗撮はもとより、携帯電話でむやみに容姿を撮影する行為は

肖像権の侵害にあたること。 

 

  (2) 関係法令 

    ・  強姦（刑法第 177 条） 

    ・  強制わいせつ（刑法第 176 条） 

  ・ 埼玉県迷惑行為防止条例第２条４項 

    痴漢・盗撮の禁止 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事例】 

 ○ 駅の階段でスカートの中を携帯電話のカメラで撮影したＡ男

は、盗撮を目撃した駅員に取り押さえられ、110 番で駆けつけた警

察官に逮捕された。 

 ○ Ｂ男（21 歳）は、インターネット上のコミュニティサイトで知

り合った女子中学生Ｃ子とカラオケに行き嫌がるＣ子と無理やり

肉体関係を持った。Ｂ男は強姦で逮捕された。 
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17 不健全性行為 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

  (1) 指導内容 

    ア 不健全性行為とは、少年の健全育成上支障のある性交又は性的類似行為のこ

と。 

    イ 不特定多数との性行為は、望まない妊娠や性病等にかかるおそれがあること。 

    ウ ぐ犯少年として施設に収容される場合があること。 

    

※ 性教育と連動させる 

 

 (2) 関係法令 

  ・ 少年法第３条１項３号（ぐ犯少年の規定） 

       自己又は他人の徳性を害する行為をする性癖のあること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事例】 

 ○ インターネット上のコミュニティサイトで知り会った男と援助交

際（売春）をしていた女子中学生Ａ子は警察に補導された。 

 ○ 繁華街で暴力団組員と知り合った女子高校生Ｂ子は、暴力団事務所

に出入りするようになり、暴力団員Ｃ男と肉体関係を持つようになっ

た。 
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18 コミュニティサイト・出会い系アプリ・ＳＮＳ（ソーシャル・ネット

ワーキング・サービス） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 (1) 指導の内容 

    ア コミュニティサイト、出会い系アプリ、ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキン

グ・サービス）、出会い系サイト、テレクラ（ツーショットダイヤル、伝言ダイ

ヤル）の仕組み。 

    イ 性犯罪被害（強制わいせつ、強姦、児童買春、ストーカー）等に遭う危険性。 

    ウ 出会い系サイト規制法により、児童の書き込みについても処罰対象になったこ   

と。（同じ趣味を持つ仲間等とのコミュニケーションを目的としたコミュニティ

サイトでの書き込みでも、処罰の対象となる場合もある。） 

    エ 対価を示して、誘うだけで違法行為となること。 

  オ ネット上の「顔の見えない相手」の危険性。 

  カ 薬物犯罪に巻き込まれることがあること。 

  キ フィルタリング機能や有害情報の防止措置。 

  ク 不特定の異性と性交渉を求める者が多く、裸体等を撮影してネット上に流出さ   

せられたり、携帯電話の電話番号やメールアドレス、ＩＤを流出させられるなど

の被害に遭うケースがあること。 

  ケ 架空請求などの詐欺の被害に遭うことが多いこと。 

 

(2) 関係法令 

  ・ インターネット異性紹介事業を利用して児童を誘引する行為の規制に関する 

  法律第 6 条（児童に係る誘引の禁止） 

  ・ 児童買春、児童ポルノに係る行為等の処罰及び児童の保護等に関する法律第４   

条（児童買春をした者） 

・ 埼玉県青少年健全育成条例第 19 条（淫らな性行為等の禁止） 

 

 

 

 

 

【事例】 

 ○ ブランド品の財布が欲しかった女子高校生Ａ子は、コミュニティサ

イトの掲示板に「15 歳の女の子です。困ってます。５で￥します。」

と援助交際（売春）の相手を求める書き込みをして、警察に捕まった。 

 ○ 「13 歳の女の子です。￥３でお茶するよ。」と対価を示して交際相

手を求める書き込みをした女子中学生Ｂ子は警察に補導された。 

※ ￥は「援」の隠語として援助交際を意味する。￥○とは、○万円の

こと。(隠語は変化する) 
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19 インターネットの不適切利用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

(1) 指導内容 

  ア インターネット上の情報は、誰でも閲覧することができること。 

  イ インターネット上に住所、氏名、生年月日、学校名、メールアドレス等を掲載 

することは、自分の個人情報を全世界に向けて公開していることと同義であるこ 

と。 

  ウ インターネット上に一度拡散した情報は、削除や回収が極めて困難であり、将 

   来自分の書き込んだ内容が進学や就職が不利になる場合もある。 

    エ 書き込んだ内容や掲載した写真の内容により、いじめや人間関係のトラブルに 

発展することがあること。 

  オ 不適切な画像や書き込みによって他人に損害を与えた場合、損害賠償請求をさ 

れる可能性があること。 

  カ ふざけて書き込んだ内容であっても、犯罪行為となる場合があること。 

   

  

  (2) 関係法令 

・ 脅迫（刑法第 222 条）     害を加える旨を告知 

・ 名誉毀損（刑法第 230 条）   公然と人の名誉を傷つけること 

・ 侮辱（刑法第 231 条）     公然と人を侮辱すること 

・ 業務妨害（刑法第 233 条）   虚偽の風説の流布又は偽計を用いて人の業 

務を妨害すること 

・ 威力業務妨害（刑法第 234 条） 威力を用いて業務を妨害すること 

 

 

 

 

 

 

   

 

【事例】 

 ○ 高校生のＡ男は、飲食店内での飲酒・喫煙・備品の汚損等の不適切

な行為を撮影し、その写真をＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・

サービス）に掲載した。 

 ○ Ｘ中学校に通うＢ男は、定期考査を延期させるため、インターネッ

ト上の掲示板に「Ｘ中学校を爆破する」旨の書き込みをし、業務妨害

の罪で警察に逮捕された。 
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20 暴走行為 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

(1) 指導内容 

  ア 暴走行為は、交通の危険を生じさせ、人に迷惑となる自動車等の運転であるこ   

と。 

  イ 暴走行為は、極めて迷惑な行為であり、理解を示す者は皆無であること。 

  ウ 暴走車両に乗っていれば、補導又は取締り対象となること。 

  エ 暴走族は反社会的集団であり、暴力団とのつながりが多いこと。 

  オ 暴走行為をすれば、他の暴走族等に目をつけられ、「もぐり狩り」と称してリ

ンチを受けるケースがある。 

    また、暴走族同士の抗争に巻き込まれ、障害が残る怪我を負わされた者もいる。 

  カ 交通事故で大怪我、死亡した場合の家族、遺族の悲しみを理解させる。 

  キ 暴走族に加入すれば、上納金を要求されたり、脱退の際にはリンチを受けるこ

とがある。 

   ク 無免許運転は取締りの対象となるばかりでなく、事故を起こせば多額の損害賠 

   償を要求される。 

 

  (2) 関係法令 

  ・ 道路交通法等 

   

 ※ 道路交通法の改正により、暴走族による暴走行為や爆音走行に対する取締

りと罰則が強化された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事例】 

 ○ 興味本位で先輩の加入する暴走族の集会に参加した高校生Ａ男は、

運転免許がないので、先輩の運転するオートバイの後部に乗り、暴走

に参加した。 

   先輩の乗るオートバイは警察に止められ、後部に乗っていたＡ男

は、暴走行為で補導された。 
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21 不良交友 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (1) 指導内容 

  ア 不良交友とは、暴力団、暴走族、カラーギャング等と一緒に行動することであ   

り、警察の補導対象であること。 

  イ 暴力団は、暴力団の実態を知らない少年を対象に勧誘し、加入後は道具として

犯罪行為に加担させる組織であること。 

    ウ 暴力団等との深い関係にある場合は、ぐ犯少年として施設収容もあること。 

  エ 暴走族やギャングは、集団心理から、犯罪行為に手を染めるケースが多いこと。 

  オ 対立グループとの抗争から、被害者、加害者の両方になりうること。 

    カ 一度加入するとグループから抜けられないこと。 

    キ 集団心理から、道路に屯するなど住民に迷惑行為をかけること。 

   

  ※ 不良グループのことで悩んだ場合は、学校、警察（少年サポートセンター） 

   に早期に相談する。 

 

 (2) 関係法令 

  ・ 少年法第３条１項３号 

    犯罪性のある人若しくは不道徳な人と交際し、又は徳性を害する人と交際し、

又はいかがわしい場所に出入りすること。 

   ・ 暴力団による不当な行為の防止等に関する法律 

    第 16 条 加入強要の禁止 

    第 24 条 少年に対する入れ墨の強要等の禁止 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事例】 

 ○ 中学生Ａ男は、深夜コンビニで知り合いになった暴走族Ｂと親しくな

り、Ｂから暴力団員Ｃを紹介された。Ｃは最初、食事やカラオケ等を奢

ってくれたたが、そのうち暴力団事務所の掃除や、露店の手伝い等をさ

せられるようになった。 

    

 



 

- 89 - 

 

22 不良集団（暴走族・ギャング） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 (1) 指導内容 

    ア 暴走行為は危険な運転で命を失うばかりか、無関係の人を巻き込むこと。 

    イ ケツ持ちと呼ばれる暴走族のＯＢ、暴力団から金銭、労働を要求されること。 

    ウ グループ活動のためにむりやり集会等に参加させられること。 

    エ ケツ持ちへの上納金のために、窃盗、強盗等の犯罪に手を染めることが多いこ

と。 

    オ 離脱する者はリンチを受けたり、離脱する者へのリンチを強要されること。 

    カ 暴力団等の犯罪行為の手助けをさせられること。 

    キ 喫煙、飲酒、深夜はいかい等の不良行為や騒音、ゴミの散乱等の迷惑行為、縄

張り意識から対立グループとの抗争に発展することが多いこと。 

    ク ケツ持ちの言われるままに暴力団の構成員にされてしまうこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事例】 

 ○ 暴走族「○○会」構成員Ａ男とゲームセンターで遊んでいた高校

生Ｂ男は、店外で突然Ａ男の加入する暴走族と対立する隣町の暴走

族「××龍」のメンバー10 名位に取り囲まれ、木刀、ゴルフクラブ

等で殴られた後、車に無理矢理乗せられ、河川敷まで連れて行かれ

てさらなるリンチを受けた。 

 ○ ギャング「レッド○○」のメンバーは、暴力団へのケツ持ち料の

１ヶ月 30 万円を払うことができず、ひったくりで金を集めることに

した。 

○ ギャング「ホワイト△△」のメンバーである中学生Ｃ男、Ｄ男は、

ケツ持ちの暴力団組員にケツ持ち料金が払えなかったことから、暴

力団の紹介する解体業者で、ビル解体の仕事をさせられた。 

 

※ 「ケツ持ち」とは、暴力団等が後ろ盾、用心棒になること。 

     用心棒代として金銭を要求されたり、労働をさせられること

がある。 
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23 凶悪犯罪 

 

 

 

 

 

 

  (1) 指導内容 

    ア 凶悪犯罪とは（殺人、強盗、強姦、放火等）であり、このような犯罪は、被害

者だけでなく、自分の家族にも多大な迷惑をかけること。 

   （一家離散、保護者の自殺の例が多数ある） 

    イ いわゆる「おやじ狩り」は、強盗であること。 

    ウ 凶悪犯罪は、深夜、グループで敢行されるケースが多いこと。 

    誘われても断る意思、やめさせる意思を持つこと。 

  エ 被害防止の観点から、自己防衛の方法を指導すること。 

  オ 被害者の二次被害、ＰＴＳＤについての知識。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事例】 

 ○ 高校生Ａ男、Ｂ男、Ｃ男、Ｄ男は、深夜飲酒して帰宅途中の会社

員の後をつけ、集団で暴行を加え、現金や貴金属を奪い取った。 
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24 薬物乱用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (1) 指導内容 

  ア 薬物等の種類（覚せい剤・大麻・ＭＤＭＡ・危険ドラッグ・シンナー・ガス等） 

  イ 薬物等の影響（健康被害・依存症・精神錯乱・犯罪を誘因） 

  ウ 違法性（法が規制する薬物はもちろん、現行法で規制されていない薬物であっ

ても各都道府県条例による規制の対象となっている場合がある） 

  エ いわゆる「ガスパン」を取り締まる法律がないが、警察の補導対象であること。 

※ 「ガスパン」とは、ライター等のガスを吸引すること。 

「ガスパン」が原因の酸素欠乏や火災で、死亡事例がある。 

  オ 薬物は、暴力団の資金源となっていること。 

    薬物の購入資金欲しさに盗みをしたり、精神錯乱で通り魔事件を起こしたりす

るケースがあること。 

  カ 薬物の誘いを断ること。       

  キ 友人が薬物を使用している場面にあったら、制止する力。 

 

  (2) 関係法令 

  ・ 毒物及び劇物取締法(トルエン､酢酸エチル､メタノールを含有するシンナー等) 

  ・ 覚せい剤取締法（覚せい剤） 

  ・ 大麻取締法（大麻） 

  ・ 麻薬及び向精神薬取締法（コカイン・ヘロイン・ハルシオン等） 

  ・ あへん法（あへん） 

  ・ 薬事法（指定薬物の所持、使用、購入、販売、授与等） 

  ・ 薬物の濫用の防止に関する条例(都道府県ごとに施行) 

 

 

 

 

 

 

【事例】 

 ○ 女子高校生Ａ子は、友人から紹介されたＢ男に「ダイエットに良いん 

だよ。」と覚せい剤を勧められ、興味から覚せい剤を使用した。 

   Ａ子は覚せい剤取締法違反（使用）の罪で逮捕された。 

 ○ Ｃ男はインターネットで「合法ハーブ」として販売されていたハーブ

を購入して使用したが、気分が悪くなって救急車で搬送された。 

   その後、薬事法違反で警察に逮捕された。 

○ 中学生Ｃ男は、川原でライターの充填用ガスを吸い、気分が良くなっ 

たが、足下がふらつき川に落ち、溺れかけ救助された。 
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25 振り込め詐欺等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (1) 指導内容 

  ア 振り込め詐欺は、人の善意につけ込む非常に卑劣で重大な犯罪であること。 

  イ 実際に電話をかけていなくても、犯行計画に関わったり、現金などを受け取り

に行ったりしただけで犯人とされること。 

  ウ 預金口座を他人に譲渡又は販売する目的で開設することは違法行為であるこ 

   と。 

  エ 振り込め詐欺は、暴力団等の犯罪組織の資金源であり、組織犯罪の片棒を担ぐ   

こととなること。 

  オ お金は、働いた対価であること。 

  カ お金をだまし取られたことで自殺する人がいること。だまされる人の気持ちを

考えること。 

  

(2) 関係法令 

 ・ 詐欺（刑法第 246 条）  人を欺いて財物の交付させること 

・ 恐喝（刑法第 249 条）  人を恐喝して財物を交付させること 

・ 金融機関等による顧客等の本人確認等及び預金口座等の不正な利用の防止に 

関する法律(本人確認法) 

 

 

 

 

 

 

【事例】 

 ○ 高校生Ａ男は、成人男性のＢ男とともに「会社の金を使い込んで

しまった。お母さん、お金を貸して。」などと言葉巧みに老人宅に

電話をかけ、現金を騙し取った。 

○ 中学生Ｃ男は、インターネット上で知り合った男から「荷物を受

け取るだけで高額な現金がもらえる簡単な仕事がある。」と誘われ

た。Ｃ男は「何かまずいことかな。」と思いながらも、簡単に現金

が手に入ると思って引き受けることにし、指示された場所に現金を

受け取りに行ったところ、警察官に詐欺の犯人として現行犯逮捕さ

れてしまった。 

 ○ 高校生Ｄ男は、先輩である無職少年Ｅ男に「銀行口座を開設して

売れば１万円になる。」と持ちかけられ、銀行口座を開設し、銀行

通帳、キャッシュカード、銀行印を数万円でＥ男に売った。 
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26 被害防止 

 

 

 

   

 (1) 声かけ事案 

    ア 知らない人にはついていかない。 

  イ 身の危険を感じたら大声で助けを呼ぶ。 

  ウ 一人で遊ばない。 

  エ 友達が連れて行かれそうになったら、大声で助けを呼ぶ。 

  オ 車に乗っている人に声をかけられたら、無闇に近づかない。 

  カ 遊びに行くときは、「誰」と「どこ」で遊び、「何時」までに帰るか家の人に

言ってから出かける。 

  キ 「帰るコール」をする。 

 

  ※ 「こども 110 番の家」や防犯ブザーの使用についても周知させる。 

 

 

 

 

 

 

 

  (2) 性犯罪 

  ア ＳＮＳやアプリで知り合うなどネット上の関係のみで身元のわからない人間 

  （年齢、性別を偽る者がいる。）と会わない。 

  イ 深夜、暗い、人通りの少ない道は歩かない。 

  ウ 防犯ブザー等を携帯する。 

  エ エレベーターに乗るときは入り口に乗る。 

  オ 家に入るときや車に乗る際は、周りを一度見渡してから鍵を開ける。 

  カ 遅くなる場合は、家族に迎えに来て貰う。 

  キ 性犯罪は被害者の心に一生癒えない傷を残し苦しむことになるので、自身が身 

を守る意思と態度を持ち、危険を回避することが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 児童生徒、女性を狙った傷害、誘拐、性犯罪が多数発生している。 

 地域ぐるみの防犯活動で犯罪を封じ込めることも大切であるが、児童 

生徒自身が身を守る意思と態度を持ち、危険を回避することが大切である。 
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  (3) 来校不審者 

  ア 来校者には必ず挨拶をして用件を尋ね、早期に不審者を発見する。 

  イ 不審者を絶対に校内に入れない。 

  ウ 複数で対応する。 

  エ 不審者と応対する部屋を設けるとともに、児童には近づけないようにする。 

  オ 毅然とした態度で応対するとともに、適時に警察に通報する。 

    

  ※ 文部科学省等のマニュアルを活用し、警察の防犯指導等を受け、各校にあ

った防犯体制を確立する。 

 

 (4) 防犯教室 

    埼玉県警察では、児童生徒の安全を守るために、非行防止指導班「あおぞら」 

    が要請により、防犯指導にあたっている。 

   申し込みは、インターネットによる電子申請で受け付けている。 

 

 埼玉県警察ホームページ （サイト内検索）非行防止教室「あおぞら」 

http://www.police.pref.saitama.lg.jp/kenkei/ 

  

 

 

※ 指導対象例は、架空のものである 

 

 

 

http://www.police.pref.saitama.lg.jp/kenkei/
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Ⅳ 参考 
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①非行少年の取扱い手続の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

少

年

院 

初等少年院 

中等少年院 

特別少年院 

医療少年院 

 

警 察 

検察庁 

家 庭 裁 判 所 

裁判所 

不 処 分 

保護処分の必要がないと

認められた場合 

 成人と同様に、刑罰を科すかを決定

する 

審判不開始 

児童相談所・福祉事務所 

少年鑑別所 
家庭裁判所から送致された少年

を収容。審判までの間、専門的

な調査診断を行う。 

少年刑務所 

長期 3年以上の有期懲役、禁固

の刑罰）26 歳未満の成人との混

在施設 

 ※ 全国７か所 

裁判所に公訴を提起するかを決定 

検察庁 

起 訴 不 起 訴 

刑 事 処 分

を決定 

保護処分 

○保護観察 

○児童自立支援施設 

 児童養護施設 

○少年院送致 

審判で刑事処分相当

と認めたとき 

審 判 

児童福祉法上の措置 

○児童自立支援施設 

○児童養護施設 

○その他福祉施設 

審判や保護処分が必

要と判断した場合 

犯罪少年 

(14 歳以上 20 歳未満) 

禁 固 以

上の刑 

 

罰金刑以

下の刑 

ぐ 犯 少 年 

 

14 歳未満 
14 歳以上 

18 歳未満 

18 歳以上 

20 歳未満 

 

触法少年 

 

（14 歳未満） 

調 査 

保護処分を決定するた

めに必要があると認め

るとき 

審判することができ

ない、相当ではない

場合 

刑事処分をすべきと

認められるとき 
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非行少年取扱い手続の流れ（用語集） 

 

１ 非行少年 
(1) 犯罪少年 

    罪を犯した１４歳以上２０歳未満の少年 

(2) 触法少年 

    罪を犯した１４歳未満の少年 

(3) ぐ犯少年 

    ２０歳未満の少年で、次のいずれかの事由があって、その性格又は環境に照らして、将来、罪を犯し、

又は刑罰法令に触れる行為をするおそれが認められる少年 

 イ 保護者の正当な監督に服さない性癖のあること 

  ロ 正当な理由がなく家庭に寄り付かないこと 

 ハ 犯罪性のある人若しくは不道徳な人と交際し、又はいかがわしい場所に出入りすること 

 ニ 自己又は他人の徳性を害する行為をする性癖のあること 

 

２ 犯罪少年の処分 
  少年事件には、保護事件と刑事事件の処分がある。 

 (1) 保護事件 

   保護を必要とする者に対して適切な保護を実現する。 

   家庭裁判所で審判が開かれ、処遇が決定する。 

  ア 不処分 

    少年に注意を促し、処分を科さないこと 

  イ 保護観察 

    犯罪者や非行少年に通常の社会生活を営ませながら、一定の遵守事項を守るように指導監督すると

ともに、必要な補導援護を行うこと 

  ウ 児童自立支援施設、児童養護施設送致 

    家庭等に問題があり、福祉上の措置が必要な場合 

  エ 少年院送致 

    施設に収容して、矯正教育をおこなうこと 

Ａ 初等少年院 

     心身に著しい故障のない１４歳以上おおむね１６歳未満の者を収容する。 

Ｂ 中等少年院 

     心身に著しい故障のないおおむね１６歳以上２０歳未満の者を収容する。 

Ｃ 特別少年院 

     心身に著しい交渉はないが、犯罪的傾向の進んだおおむね１６歳以上２３歳未満の者を収容する。 

   Ｄ 医療少年院 

     心身に著しい故障のある１４歳以上２６歳未満の者を収容する。 

オ その他 

Ａ 審判不開始 

審判そのものをおこなわないこと 

   Ｂ 少年鑑別所 

     家庭裁判所からの観護措置の決定により、送致された少年を収容し、専門的な調査や診断を行う

施設 

(2) 刑事事件 

検察官送致 

家庭裁判所が刑事罰を科すことが相当であると判断を示した場合、家庭裁判所は検察官に送致する。 

 検察官は刑事裁判所に公訴を提起し、少年は裁判を受けることとなり、実刑判決を受けた場合、少年

刑務所に入所することになる。 
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②視聴覚教材利用案内 

 

 埼玉県防犯協会連合会では、地域防犯活動における集会や学校教材等に利用していただ

くためにＤＶＤの貸出を行っています。 

 学校の教育活動においても利用できますので、次の要領でお申し込みください。 

 

１ 申し込み方法 

  学校を所管する警察署生活安全課に置いてある「防犯映像プログラム」から選んで、

 直接警察署にお申し込みください。 

２ 利用期間 

 (1) 原則として７日間以内です。 

 (2) 利用本数 

   １回につき２本以内です。 

 (3) 利用上の注意 

   ディスクが損傷しないように十分注意し、ダビングは絶対に行わないでください。 

   もし、損傷した場合や映像に支障が生じたときは、返納の際に連絡してください。 

 (4) 利用後は、貸出を受けた警察署にお返しください。 

 

 

 

 
 



県立学校部生徒指導課

№ 相談内容 相談機関 電話番号 受付時間等

（子ども専用）
０１２０－８６－３１９２

（保護者専用）
０４８－５５６－０８７４

南部教育事務所（スクールカウンセラー） ０４８－８２２－１８６０ （訪問日　月・火）

西部教育事務所（スクールカウンセラー） ０４９－２４２－１８０５ （訪問日　火・金）

北部教育事務所（スクールカウンセラー） ０４８－５２３－２８１８ （訪問日　水・木）

東部教育事務所（スクールカウンセラー） ０４８－７３７－２８１２ （訪問日　水・金）

3
子どもに係る全般的な悩み等の相談
（子育ての悩みやしつけの問題からい
じめや体罰などのあらゆる相談）

子どもスマイルネット
（埼玉県・子どもの権利擁護委員
会）

０４８－８２２－７００７
毎日　10:30～18:00
（祝日・年末年始を除く）

4
いじめ・虐待など子どもの人権に関する
相談

さいたま地方法務局人権擁護課
子どもの人権１１０番

０１２０－００７－１１０
月～金　8:30～17:15
（祝日・年末年始を除く）

中央児童相談所 ０４８－７７５－４１５２

南児童相談所 ０４８－２６２－４１５２

川越児童相談所 ０４９－２２３－４１５２

所沢児童相談所 ０４－２９９２－４１５２

熊谷児童相談所 ０４８－５２１－４１５２

越谷児童相談所 ０４８－９７５－４１５２

越谷児童相談所　草加支所 ０４８－９２０－４１５２

さいたま市児童相談所（市内対象） ０４８－８４０－６１０７

6
子どもの発達の遅れや心身の障害など
に関わる相談

県立総合教育センター
（特別支援教育相談）

（面接相談）
０４８－５５６－４１８０

月～金　9:00～17:00
（祝日・年末年始を除く）

7
インターネットを使った犯罪
　　　　　　　　　　　　に関するもの等

けいさつ総合相談センター
＃９１１０又は
０４８－８２２－９１１０
　　　　　　　（埼玉県）

月～金　8:30～17:15
（祝日・年末年始を除く）

埼玉県消費生活支援センター川口 ０４８－２６１－０９９９

埼玉県消費生活支援センター川越 ０４９－２４７－０８８８

埼玉県消費生活支援センター春日部 ０４８－７３４－０９９９

埼玉県消費生活支援センター熊谷 ０４８－５２４－０９９９

消費者ホットライン（消費者庁）
０５７０－０６４－３７０
（全国共通）

毎日10:00～16:00(年末年始を除く)

０３－５６４４－４８００
月～金　9:30～16:30
（祝日・年末年始を除く）

インターネット相談窓
口

２４時間受付（年中無休）

10 児童生徒の非行問題、犯罪に関すること 最寄りの警察署（生活安全課）

11 警察安全相談に関わる相談
けいさつ総合相談センター
（最寄りの警察署等でも相談に応
じます）

０４８－８２２－９１１０
（ダイヤル回線、IP電
話）
又は＃９１１０（プッシュ
ホン、携帯電話、PHS)

月～金　8:30～17:15
（祝日・年末年始を除く）

埼玉県警察少年サポートセンター ０４８－８６５－４１５２ 月～土　8:30～17:15（祝日・年末年始を除く）

ヤングテレフォンコーナー（少年専用） ０４８－８６１－１１５２ 月～土　8:30～17:15

ヤングメール（少年専用）

少年サポートセンター
西分室川越相談室

０４９－２３９－６５９８ 月～金　9:00～16:00　

少年サポートセンター
北分室熊谷相談室

０４８－５２４－４０１６ 月～金　9:00～16:00　

少年サポートセンター東分室 ０４８－７１８－４１５２ 月～金　9:00～16:00

（１）　第１報を受けた教職員は、速やかに管理職に正確に事実を報告する。

（２）　管理職もしくは生徒指導主任は、様々な情報を一元的に集約し、時系列で、正確に記録する。

県立総合教育センター

埼玉県警察のホームページからアクセスできます。
非行問題
親子関係
性格
犯罪被害
いじめなどの相談

③学校問題解決に向けた関係機関・相談窓口一覧

社団法人テレコムサービス協会
「違法・有害情報相談センター」

違法・有害情報への対応に関する相談
窓口

２４時間受付（年中無休）
Eメール相談
Eメールアドレス：soudan@spec.ed.jp
FAX相談：0120-81-3192

※　月～金　8:30～18:15
　　　　　　　（祝日・年末年始を除く）
　　 上記以外の時間帯で、緊急性のある
   児童虐待通報

　【全国共通ダイヤル】
　　　　　　　　　　０５７０－０６４－０００
　【県・休日夜間児童虐待通報ダイヤル】
　　　　　　　　　　０４８－７７９－１１５４
　【さいたま市・児童虐待通告電話２４時間】
　　　　　　　　　　０４８－８４０－１４４８

1

5

9

12

学校におけるいじめ、不登校、中途退
学、非行・問題行動への対応
（児童生徒、教職員及び保護者への指
導・援助）

2

いじめや不登校など児童生徒の相談
（よい子の電話教育相談）

◎　関係機関・相談窓口

問題行動発生時の基本的対応の留意点

子ども・青少年に関する相談

月～金　9:30～12:00　13:00～16:00
（祝日、年末年始を除く）（川口は土も受付）

虐待
子どもの養育
発達の遅れ
心身の障害
性格
非行など、児童（１８歳未満）の相談

※　スクールカウンセラーの申込について（県立学校の場合）
　 ・各学校から、各教育事務所スクールカウンセラー担当指導主事に電話とＦＡＸ（別紙様式）で申し込む。申込は学校長の指示のもと行う。
　 ・原則として、訪問日時については申し込んだ日の翌週以降となる。希望を確認したうえで日時を調整する。

架空・不当請求の相談に関するもの8

99



13 非行、思春期に関する問題の相談 さいたま少年鑑別所非行防止相談室 ０４８－８６２－２０５１ 月～金　9:00～12:00　13:00～16:00

14 非行、犯罪とその立ち直りに関する相談 さいたま保護観察所 ０４８－８６１－８２８７
月～金　9:30～17:00
（祝日・年末年始を除く）

15 犯罪被害相談・支援 さいたま保護観察所 ０４８－８６１－８２８７
月～金　9:30～17:00
（祝日・年末年始を除く）

16 薬物関係の相談
（財）埼玉県暴力追放・
　　　　　　　薬物乱用防止センター

０４８－８２２－４９７０
月～金　9:00～17:00
（祝日・年末年始を除く）

17 暴力団等に関する相談
（財）埼玉県暴力追放・
　　　　　　　薬物乱用防止センター

０４８－８３４－２１４０
月～金　9:00～17:00
（祝日・年末年始を除く）

18 子どものための相談（１８歳まで）
（社福）埼玉いのちの電話
（子ども専用）こどもライン

０４８－６４５－４３４３
０４８－６４０－６４００

24時間365日対応
金・土15:00～21:30

県立総合教育センター
（特別支援教育担当）

０４８－５５６－４１８０
月～金　9:00～17:00
（祝日・年末年始を除く）

埼玉大学教育学部付属特別支援
学校特別支援教育臨床研究セン
ター「しいのみ」

０４８－６５４－０９６１ 火・木・金　9:00～12:00

埼玉県発達障害者支援センター
「まほろば」

０４９－２３９－３５５３
月～金　9:00～12:00  13:00～17:00
（祝日を除く）

国立秩父学園発達診療所 ０４－２９９２－２８３９

社団法人　日本自閉症協会
０３－３５４５－３３８２
（相談専用）

月・金　9:30～16:30    水　10:30～15:00
（祝日を除く）

With You　さいたま
（埼玉県男女共同参画推進センター）

０４８－６００－３８００
月～土 10:00～20:30（面接相談は予約制）
（祝日・年末年始・第３木曜日を除く）

婦人相談センター（ＤＶ相談担当） ０４８－８６３－６０６０

月～土　9:30～20:30
日 ・祝　9:30～17:00
(年末年始を除く)

県立総合教育センター
（子ども専用）
０１２０－８６－３１９２

２４時間受付（年中無休）

埼玉県警察少年サポートセンター
ヤングテレホンコーナー

（少年専用）
０４８－８６１－１１５２

月～土　8:30～17:15

22 鉄道痴漢被害相談ホットライン 鉄道警察隊 ０４８－６４１－０５９９ ２４時間受付

埼玉医科大学総合医療センター
０４９－２２８－３４００
（番号案内）

診療日 月～土（祝日・年末年始を除く）
診療受付時間 8:30～11:00

24 各種健康相談

埼玉県医療安全相談窓口 ０４８－８３０－３５４１ 月～金　9:00～16:00

26 思春期保健電話相談
（社）埼玉県看護協会
　「ティーンズ電話相談」

０４８－５４８－８８００
（受付電話）

毎週土　10:00～12:00 13:00～16:00
（祝日・年末年始を除く）

27 エイズや性感染症の相談 埼玉県エイズホットライン ０４８－７６４－３０３０
月・水・金　10:00～16:00
（祝日・12/28～1/4を除く）

精神保健福祉センター ０４８－７２３－６８１１
来所相談　予約受付　月～金　9:00～17:00
（祝日・年末年始を除く）（さいたま市を除く）

29 こころの電話相談 精神保健福祉センター ０４８－７２３－１４４７

月～金　9:00～17:00
（祝日・年末年始を除く）
電子メール相談もあり（埼玉県ホームページ
から受付）

（社福）日本いのちの電話 ０１２０－７３８－５５６ 毎月１０日8:00～翌１１日8:00（２４時間）

（社福）埼玉いのちの電話 ０４８－６４５－４３４３
毎日　24時間
（ただし金・土は15:00～21:30）

31

外国人ヘルプデスク
（英語・中国語・スペイン語・ポルトガル
語・ハングル・タガログ語・タイ語・ベトナ
ム語）

（財）埼玉県国際交流協会 ０４８－８３３－３２９６
月～金　　9:00～16:00
（祝日・年末年始を除く）

スクール・セクシャル・ハラスメント
（学校という場所で起きるセクシュアル・
ハラスメントのこと）

法テラス ０５７０－０７８３７４

最寄りの保健所・市町村保健センターで相談に応じます。

30

21

性同一性障害

平日　9:00～21:00 土曜日 9:00～17:00
（祝日・年末年始を除く）

最寄りの医療機関で相談に応じます。

自殺予防

25

28

32 法律に関する情報提供・相談

法律に関する情報提供・相談

福祉・医療に関する相談

外国語による相談

23

最寄りの県内の公立特別支援学校

特別支援教育に関すること
（ＬＤ，ＡＤＨＤ，高機能自閉症等の理
解と支援等）

20

最寄りの保健所・市町村保健センターで相談に応じます。

19

精神保健福祉相談（自殺防止対策）

DV（デートDV）

医療相談
最寄りの保健所でも相談に応じます。
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